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中井履軒
『華膏瞳語』
翻刻・解説
解
説
かしょげいご
『華膏瞳語』は中井履軒の和文集である。手稿本は十八篇の文章を、『履
軒先生和文集』本は全二十篇(末尾に手稿本未収の二篇を付す)を収める。
書名の「噴」は「うわごと」「寝言」の意。履軒の漢詩集『枕上雑題』
序(一七八五)にも「夫夢後眼未開、実与夢為隣、則雄日噴語可也」とある。「華膏噴語」とは、肇膏国という夢の中での寝言(たわごと)を意味すると思われる。実際、三「華膏国記」、一一「夢路草枕」、二ハ「ね ひ」は夢に関わる話である。『懐徳堂 庫図書目録』に「華膏国壇語」とある は誤りである。また、『国書総目録』は『華膏国物語』の項に含めている(『華膏国物語』の別名として扱っているのであろう)が、両者は別物である。履軒は安永七年(一七八二、米屋町に引っ越し、居宅を華膏固と名づけ
た。華膏固とは『列子』に見え 、古代の理想 である(三「華膏国記」参照) 『華膏瞳語』は自らの想像世界(夢 世界)華膏国で履軒が何を考えていたのかを窺うことのでき 貴重な資料である。
内容は、歌論、創作、考証、経世論など多岐に渉る。特に、文芸関係の
文章が多いことが注目される。履軒 和文については経世論はすでにいくつかが翻刻または影印されている。すなわち、『年成録』『華膏国物語』#『凌何茅議』『均田茅議』は『日本経済叢書』一六巻及び『日本経済大典
湯
城
士 口
二三巻(上記書目以外に『他刑茅議』『擾斥茅議』も)に翻刻され、『老婆
あらまほし
心』は『懐徳』二
O
号に翻刻され、『有間星』『遺草合巻』『越姐弄筆』な
どが『華膏国物語』〈懐徳堂文庫復刻叢書三〉に影印されている。しかし、文芸関係は『百首賞賛 が翻刻されているに過ぎない(福島理子、徳原茂実『百首費々・百人一首夷雲』和泉書院〈百人一首注釈書叢刊〉)。以上のような現状に鑑み、本稿では、『撃膏瞳語』の翻 を試みた。
長『華膏因物語』は本来文芸作品に分類すべきだが、理想社会を述べたもので
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あるため経世論と見なされている。
テキストは、手稿本、『履軒先生和文集』本、大阪府立中之島図書館本
の三本が確認できる。手稿本は 一「独ふね」から八「巴歌集序」までは整った字で毎葉きっちり九行 書かれており、清書だと思われるが、九「ふきのことば」以降は推敵の跡が多く字も乱れ行数も不定(十
1
十三行 )で、
草稿だと思われる。『履軒先生和文集』本(以下、和文集本)は、抄者未詳の写本で、前述 ように、手稿本にない二篇を末尾に収める。文脈を考え手稿本の間違いを訂正している箇所もあり解読の参考になるが、手稿本の仮名を漢字に直すなど、手稿本と異なる部分もあるので注意が必要である。一方、中之島図書館本(以下、中之島本)も、抄者未詳 写本(中之島図書館には同一抄者によると見られる抄 が多数見られる。装丁などから明治以降の抄だと思われる)。収録する文章は手稿 に同じ。漢字が崩れてい
ないので字の判読の助けになる。手稿本を忠実に写そうとする姿勢は評価できるが、意味を理解せずに形だけ写していると思われる箇所があるので注意が必要である。
翻字は、現代通用の仮名・漢字に改め、適宜濁点を施した。また、台調
には「」を施し、適宜段落 分けた。仮名遣いは原文のままであるが、「とこ「ハ」「也」「哉」は「み」「は」「なり」「かな」に直し、踊り字(「』」「く」)はひらがなに直した。漢字を当てはめられるものには、該当箇所
)付きで表示した。本文にない振り仮名も、()付きで表示し
の右に(た 。
目次て独ふね(京都行を題材にした随想)
二、ょこなまり(なまりについての考証)三、華膏国記(華膏国についての記)四、題三タ図(三タの歌を題材にした絵への題辞)玉、ましらのいざらひ(適わぬ恋を題材にした歌物語)六、与竹里翁(『古今集』校訂に関する加藤景範あての書状)七、世のたから(物の値段についての論、
『遺草合巻』一二に同じ)
八、巴歌集序(巴歌集(未詳)の序)九、ふきのことば(蕗について 考証)一O
、歌のすがた(歌論、古ぶりを評価する)
二、夢路草枕(夢での東国行を題材にした歌物語、
富士の考証が詳しい)
一二、しのぶ摺(しのぶ草についての考証)
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一、
独ふね
*妻の実家である京都の草嶋家訪問を題材にした随想。妻と子供が亡くなっ
たことも見えることから、おそらくは安永四年(一七七五)頃の作であろう。
η6 。d
注 参 照 。
{蔵書戸)*{境)
難波津やよしあしのさかひに心とまるにしもあらね
(浮}(流)(都)(方)
ど、身をうき草のながれよる大江の岸にみやこのかた
(折々 )*{私
のゆかしきおりおりは雪にも花にも刻渓の梓をわたく
物)(幸)(少)(妻子)(=一人)*
しも にしけるを、身のさちすくなくて、めこ たり
(続)*(失)(憂)(年)*
うちつづきうせ うきとし月を隙の駒 ことづてや
{余){上)*(過)
さるは四年あまりまうのぼらですごしぬ。
り ぬ 。
(縁)*(住)(方)(用?)
かのゆかりなる河島にすめるがかたにゑうのことあ
( 上 )
りて、卯月の廿八日の夜、河舟してのぼりぬ。処せく
{多)(傭)
人おほき船なりければ、苫の下にうつぶして身じろぎ
( 明 )
もせであかしぬ。よもすがら聞こととては、難波のわ俳優)*{良)(悪)(賎)(女男)*ざをきのよかるあしかる、しづのめおの身を淵に沈め
( 洗 )
たる、刃にかかりたる ど耳をぞあらはまほしき。
(渡){過}(頃)(訪)
淀のわたりすぐるころ、子規の一声おとづれたるに「間
{語)(合)
とかたらひあはすべき友だになければ、
つ や 」
一声は
あ
船な
のお
う2 ぽ
ち乙っ
さ か
へな *
独2梶
身2枕
し
て
(伏見)(上){経){行)
ふしみにあがりて、小枝・鳥羽 へて、河島にゆく。
(縁)(ころ)(聞)
かのゆかりの翁さへこの春の比身まかりぬとききたれ
* 
ば、あふさきるさに思ひまどひて道すがら、
{ 方 )
久かたの
桂の里に
きき
峰 て
にみ
かz れ
く5 ば
れ
て
月は小倉の
(行(歪)**(入}(調度)(解)ゆきいたりて門にさしいりてみるに旅のてうどとき
(男)(休)(誰}
ちらしてすさめくおのこらたちやすらひたる。「たれに
(思)(中)(入}(客人)*{翁)
か」とおもひっつうちにいれば、まろうどのおきなと
(先生)(我)
くみとがめて「難波のせんしゃうこそ出きにけれ。われ
{ 見 知 )
はまだ しらねど、さばかりの人にこそあれ」とおど
(主)*
ろかせば、あるじ立出て「さにこそ」とて ついゐて、(憂)(辛)**{出)(うさつらさ世のは なさなどまねびいづるを、かの客人}*(遅 遅)(久){方)ろうど「おそしおそし」とざめけるほどに、ひさしかた
(参)(丹波)*(住)(縁)(翁)
にまいりぬたにはにすめるゆかりのおきなにてぞあり
(こ(行}(皆){知)ひと年丹波にいきたりし人々はみな相しれりけ
(珍)
めづら
け る 。
n d  q d  
る を 、
そ
翁の
の時
妻し
もも
さ(旅
か針に
づH て
き)あ
とら
りず
て。
「 庭 な
し
と
っ
ちこ
かごの
・九竺必品、
1，- 一司)3
ら な
ふ*ん
る等おれい給(ゐ?)すすめよ」などのの る。
{傾){客人)
とかくするほどに「日やかたぶきぬらん」とまろうど(出){立)*(辺)(見送)
はいでたつを門のほとりまでみおくらんとするを、「い
(二人)
ざたまへ」とふたりして手をとりてゆく。「いなや 開ぷ{行){憂)(言)*(抽出)ゆかば、うきことのあらんを」といふを、「老の坂をこ
{ 若 )
ゆるば りをいまだわかき人 なでううきことのある
(切)(唆}
とせちにそそのかすに、さすがゆかしき心さへ
(語)*
そひて道すがら何くれとかたらひっつ亀山にいたる。
*(珍)(客人)(見)
翁、門の外より「めづらげなるまろうどみせむ」と
(入)(驚}{惑)
ののしりつついるに家のうちこぞりておどろきまどひ
(疾)(言){中)(一人)(女)
て、舌とにものうちいふ。そがなかに、ひとりのをうな
{伏)(目)(言)(亡}(者)*
のふしめにてものいはぬはうせにしものの妹なりけり。
(辺)(住)(頃)(来)
このあたりにすみつきたる。このごろここにきたれる
(憂){限){間)(涙)
なめり。うきことのかぎりとひもやらでただうちなみだ
{辺)(知何)
さらでだに野べのゆかりのいかで草葉に露
(忘}(形見)*(枯)
まいてかのわすれがたみの撫子さへかれ
{面目)(地)(添)(暫)めいぽくなき心ちさへそひてしばしは
(憂}**(言)
「かのうきことといへるはこれにこ
べ 会 」 」ぐみたる。( 置 )をかざらん。{ 果 )はてにたれば、
( 言 )
ものいはでありぬ。そ」と翁も思ひ はすらめ。
(今日)(度}(帰)*(都)(菅原)
「けふこのたびのかへるさ、みやこにて高辻すがはら*{下)(参)(今日)(言}
の君の御もとにまいりたる。けふなんうち 」 いふ。(帰)(急)(明日)(下}(頃)*かへり路 いそぎありてあすくだらんとすなる、月ごろ
(設)(違)(嘆)(はベる)
思ひまうけしことのたがひたるをうちなげきて、侍と
(書)*
ころの柱にかいつけて帰りける。
あ竺
て〉官
み逗
ま
{く
そ空ー
ら)ほ干
にし宇
な患のぷ
くや2
など3
りり
の*
山
ほ(遠
と時け
とれ
ぎ烏ば
す)
(他)(例)(唐鴫)*
このほかのことはれいのからさえずりなれば、
( 漏 )
はしくてもらしつ。
(煩)わづら
{ 校 異 】
O
うちつづき:・和文集本「うちつかき」に見える。
O
のぼらで・:
和文集本「のぼらず」。
O
しづのめお:・中之島本「しらめお」に見える。
O
あなおぼつかな:・手稿本は「それかあらぬか」を見せ消ちにして「あな
おぼつかな」に直す。
O
ゆきいたりて:・中之島本「ゆきいたり」。
O
門 : ・
中之島本「川 。
O
つらさ・:中之島本「つらせ」。
O
かのまろうど・:和文集
本「ろ」の横に「ら」と振る。
O
まろうど・:和文集本「ろ」の横に「ら」
と 振 る 。
O
たには:・和文集本「た」を見せ消ちにして「に」に直す。
O
か
たらふ・:中之島本「かたろふ」
O
門 ・ : 中 之 島 本 「 川 」 。
O
門 ・ : 中 之 島 本 「 川 」 。
O
うき:・中之島本「かき」。
O
月ごろ・:中之島本「月こそ」。
0
かいつけて
:・中之島本「はいつけて」。
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【 語 釈 】
O
よしあし・:直芦に善し悪しを掛ける。
O
わざをき・:役者。俳優。
O
あふさきるさに:・あれやこれや。
O
まろうど・ :客人。
O
ついゐて・ :坐っ
て 。
O
まねび・:ここでは、語るの意。
O
からさえずり:・唐鳴り。漢文のこ
シ 」
【 注 】
O
刻渓の樟:・刻は音「せん」。輿に乗じて訪問することを言う。王
子猷が戴安道に会いたいと思い、雪の夜に船を出し剣渓の彼の家の前まで来たが、興が尽きたので会わずに帰ったという故事が『世説新語』任誕篇に見える。履軒著『洛洞実嚢』所収(『履軒古風』巻二にも所収)の「丙戊仲冬、将北入京、飲別諸友」と題する詩「此別非遠別、何事意個々、雪裏若相思、長江一夜樟」の転句、結句もこの故事を前提として作られたもであろう。
O
めこみたり:・妻子三人。履軒は、宝暦十三年(一七六三)に結
婚し、明和二年(一七六五)に男子を持った。だが、男子は明和四年(一七六七)ま に亡くなり、その後得た娘の鹿も明和八年(一七七二) さらに夫人みわを安永 ( 七三) 二十七歳 若さで失った。さらに 安永田年(一 七五) はみわの忘れ形見の八郎 亡くしている(加地伸行編『中井竹山・中井履軒』一九三、二
OO
頁参照)。ここでの三人とは明和
八年以降に亡くなった三人を言う であろう。
O
隙の駒・:馬が隙聞を通り
過ぎる。時聞が過ぎるのが早いことを喰える。『荘子』知北遊篇に「人生天地之問、若白駒過隙、忽然而巳」 見える。
O
かのゆかりなる河島:・草
嶋家のこと。革嶋家は、竹山、履軒の妻の実家。明和元年(一 六四)、岳父が亡くなった際、跡継ぎが幼か ため、竹山が後見人として 年間滞在したこともある
O
一声はあなおぼつかな・:「ひとこゑのおぼつかなさ
に郭公われもきき いふ人も な」(『続拾遺集』一六二)、「過ぎぬるが山時鳥一こゑのおぼつかなさもはれぬ雲ゐに」(『新続古今集』二 九)参 照 。
O
たには:・丹波。革嶋家は丹波にも土地を持っていた(『国史大辞
典 』 ) 。
O
うせにしもの:・亡せにし者。安永二年(一七七三)に亡くなった
夫人みわのこと。
O
撫子・:撫でし子で、愛児、または愛した女性の意。こ
こで撫子は、安永四年( 七七五)に亡く ったみわの忘れ形見の八郎を指していると思われる。他、履軒は、子供に対する砂糖の害を力説する 老
婆心』で、「さきくありてわが国におふるなでしこにあはれをかけよ春の雨露」という和歌を詠んでいる。その他、履軒の和歌集『越吟』第二に「妻をうしなへるころ、たかさと(竹里)の翁の歌よみておこせたるかへし」という詞書きのもと「かつみでもなぐさむことは撫子の花にぞ露はをきまさりぬる」(一七八) 歌を詠んでいる。撫子 「なで」 「無で」を掛けていると思われるが、 の撫子は妻を暗示するも であろう。
O
老の坂
:・老の坂峠。丹波に通じ 重要な地点。履軒も歳 老いと掛け 「老の坂のぽらん君が為にとて雪うちはらひきりし杖ぶり」(『越吟』第三、七
O
三)と詠んでいる。
O
亀山:・今の京都の嵯峨辺りの地名。
O
高辻すがはら
の君:・公家の高辻胤長のこと。菅原道真 後荷。高辻家には草嶋家が代々仕えていた。履軒は明和三年(一七六六)から一年間、賓師に招かれた。
0
あひみまくほしのやどりの:・「ほし」は星を掛ける。「天の原ふ さけみれば七夕の星のやどりに霧立ちわたる」(『新千載集』三三二) は「星やどり」は星座を表し、「あひ見まくほしは数なくありながら人に月 み惑ひこそすれ」(『古今集』一
O
二九)では「星」と「欲し」を掛け、程度
の甚だしいことを表現する。履軒の歌 は、「ほしのやどり」により、大阪の遠いことと、高辻卿に会 い気持ち 強いこ を表現して ると思わ れ る 。
Fh u  内d
【解説】明和三年(一七六六)から四年にかけての履軒の京都行がどのようなものであったかにつ ては、湯城吉信「『洛消異嚢』!中井履軒 京都行」(『懐徳堂センター報』二
OO
四)を参照のこと。
二、よこなまり*言一葉の詑りに関する考証。都人も詑ることがあるとする。
(様)
言葉のよこなまりてふことは下ざまの人、遠つ国は
{都)(内)(上)(上}{従)
さらなり、みやこのうちうへがうへまでも世にしたが
( 触 )
ひ、ことにふれてあるべし。紫震を「ししゐ」と読み、
(類)(読){癖)(言)
「れいぜい」と読むたぐひをよみくせとなんいひ
{実}
されどまことはよこなまりなるべし。
(書){古)
とかければ、いにしへは文字の
( 逢 )
されば歌にも人にあふ
冷泉をけ ら し 。
「 あ ふ ひ 」
{ 説 }
「逢日」とよみけらし。
*(寄)(詠)*
ベき日を葵によせてよめり。今の世にては
)(寄)(言葉)
ゾ(刊ん」読めれば「逢」にょすることばにあらず。
一言)(読}
のいへらく、口にては「青井」とよめども文字に「あ
(書)，{寄)
ふひ」とかく故に「逢日」のこと ょすると。かかる(僻事)歌)ひがことこそあれ。そもそも歌とは、うちあけてうた
(書){巻)(畳){博士)
ふものなり。それをかいつけ まきたたみするははかせ
(起)(言)(如)
のわたくしごとよりおこ り。ある人のいへるごとく
草の名を
ままに
「 青 井 」
ある人
(天地)(巻)(畳){樽土)
ならば、あめっちも鬼神もまきたたみたるはかせの文
(取)(感)(動)*(難)
を手にとらでは、かむじうごかむこといとかたしゃ。
( 読 )
されば、「青井」とよ ことよこなまりにあらずや。
(古)*(読)
また「おもひの畑」などいにしへは「面火」とよみ
(如)(読)
けらし。今のごと 面 とよめらば、これも た姻
{文字){通)
のたよりあらじ。およそ「ひ」もじ「い」にかよひ、「ふ」{文字}{通}(類)(皆)もじにかよふたぐひ、皆みなよこなまりなるべ
「 を 」
し
の
{飲}*(吸)(昔ロ)
畑草をのむてふことを播磨の人は「すふ」といへり。
(田舎}{吸)(言)
都人ら聞とがめて「いなか人は畑草をすふと んいふ」
(笑}(田舎人}(立)(吸}
とて指さしてわらへば、このいなかうど腹たちて す
(吸)(言)(飲)
ふ故にこそすふとはいふなれ。いでや畑管の鳴をのみ(口)(言}(吸}(口)(言)(言)くちとはいはでなどすひくちとは ふぞ」といへりけ
(負)(良)(言)
れば、都人まけにけり。 べてよき人のいへらんこと
(違)(様)
はたがひたるもめでたきになむ、世のありさまにこそ。
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*以下、双行注。手稿本では白石の話は書脳(のど)に、日向の話は末尾にあ
る。和文集本は両者とも末尾にまとめる。中之島本は前者を「いにしへは」と「面火とよみけらし」の閑に挟む。(意味を理解しないまま原文をその
まま写そうとする中之島本の特徴が見える。)
* 
白石「答指泊書」日、
* 
此国はふるきものに候。南倭に有之候へば、本邦の古語もかれ
「昔公用にて琉球の人に度々出合候き。
これ遺り聞ゆ ことに候。大の字をヲホと呼候てヲヲとは不申**** 候。鴛などをもウグヒスとよび候て、ウグヰスとは不申候。こ
(言葉)(仮名}*(今}(呼)*
れらのことば古来のかなづけ いまよび候との違 事、 審に
** 
存候所、こなたにては語転詑し候故のこと、琉球には昔のまま
** 
の語と聞え申 琉球を南倭と申候事、『山海経』の南北倭
* 
事に付、先年『南北倭志』 撰述候事に候。」
(言葉)
日向国飯飽の人のことばに今も人名の「次」
(読){呼}{仮名}
字をよみかへてよぶなり。「次」は「し」のかな、
{仮名)(呼}{あきら)
のかな、濁りてよベども明かにわかるなり。
の { 子 、
「 治 」
「 治 」 は 「 ち 」
【 校 異 】
O
「おもひの畑」などいにしへは:・中之島本はこの後に双行注(白
石の分だけ)がある。
O
候:・『新井白石全集』五「て」。
O
ヲヲとは不申候
・:『新井白石全集』五「ヲヲとは申さず 」。
O
鴛など・:中之島本「など」
な し 。
O
ウグヒス:・『新井白石全集』玉「ウグイス」。
O
ウグヰスとは不
申候・:『新井白石全集』五「ウグヰスとは申さず候也」
O
かなづけ・:『新
井白石全集』五「かなづけ候」。
O
事・:『新井白石全集』五なし。
O
所 ・ :
『新井白石全集』玉「処」。
O
には:・『新井白石全集』五「にて」
O
南倭
と申候事・:『新井白石全集』五「南倭と申候事は」。
の
【 注 】
O
葵:・九「ふきのことば」参照。
O
播磨:・中井家は大阪に来る前、
龍野におり、竹山や履軒も何度か龍野を訪れている。そのような事情から、播磨の言葉には詳しかったと思われる。
O
あふべき日を葵によせてよめり
・「ゆき帰る八十氏人の玉かずらかけてぞたのむあふひてふ名は」(『後
撰集』一六二、「我こそや見ぬ人恋ふる病ひすれあふひならでは止む薬なし」(『拾遺集』六六五)参照。履軒自身、「神山のおくの岩ねのあふ日草山賎にのみあふはあふかな」 いう歌を詠んでいる(『越吟 第 五二。O
あめっちも鬼神も
1
かむじうごかむ・:『詩経』大序に「動天地、感鬼神、
あめっち
莫近於詩」とあり、それを踏まえて『古今集』仮名序にも「天地を動かし、目に見えぬ鬼神をも哀れと思はせ、:・は、歌なり」とあ 。
O
白石「答潜
泊書」・:『新井白石全 玉、国書刊行会 一九
O
六、三
O
九頁「白石手
簡」に見える。
O
『山海経』・:中国古代の神話と地理の書。巻十二「海内
地経」に倭が見える。
O
『南北倭志』:・未詳。『国書総目録』に見えない。
弓tq u  
一、
華膏国記
*華膏国の様子を表した記。履軒は安永九年(一七八一)(本文から冬らしい
ことがわかる)、米屋町に引っ越し、居宅を華膏国と名づけた。華膏固とは『列子』黄帝篇に見える、黄帝が夢で遊んだとされる無為自然の理想因。なお、『弊宮市続編』に漢文の「華膏国記」がある。こちらは居宅の具体的描写がなく簡潔。
( 住 )
北山にすめる友人の牡丹、卯の花とてをくりたるは
(明)(如月)あけの年のきさらぎなりければ、よくありつきて、ほ
(咲){望)(過)
どもなく牡丹はさきにけり。卯月のもちはすぐれど
(古}{辺)(鯛牛)*(隠)いにしへの大江の岸のわたりにかたっぷりのかくれ
(家)(我物顔}(住){帝)*(年)がをわがものがほにすめるは、安永のみかどの季のとし
(米}*
になむ。この小路をよねてふ名たですめれど、あらぬこと て、ま とは南の本となん。されど、笠置の帝
{占)*
の御夢のうらにはあらざりけらし。
(蓬)(扉)(れいでう){生)(出)(隅)よもぎのとぼそいとせばく、蒙翠のおひいづベきくま
門・戸}(住)
だになし。とよりみれば、人のすむべくもあらずかし。
(奥){函)
されど、おくはややふく かになむ。北おも の格子(開)(定){葛)(波)あけて文みる窓とさだめつ。蔦 つら ひわたるばか
(元)(住)
りの庭もせなれど、もとすみける人の植置たる松梅や山吹)**まぶきなど そこらしどけなきものから、此君なくて
一)**
はひと日しもと 、やをら植たれど、冬の半なれば、
{契){空言)*
みどりの髪も霜とふりつつ 千年 ちぎりそ ごととな り ぬ 。
関草)*一 日 」 ノ ¥ 命 。
(隅){室}(今様)(弄)
その東のすみに方丈のむろあり。いまやうのもてあそ
{辿){知)
びなる茶室なりけり。この道はたどりしらぬことなれ
{限蔵)
ばゑしももてはやさず。それながらにて昼のめんざう
{定)*(逃)(為)
とさだめつ。かの越盾のうるさきをここにのがれむため
(隠)(住){奥)*(初)
ならし。さればかくれすむ山のおく山にや。卯月 はじ
(試)(悪)
めより時々はこころみにとても す もあしくはあらず か し 。
わすれ草
おた2
ほねぎ
るま袋
もきー
のつ
とれ
はど
鬼春
の雨
し(に
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(頃〕(経}(足
さて日ごろへて咲いて、たるあらぬ物にぞありける。
(例)(多)(思)(続}
うたて世中にかかるためしのおほかるをおもひつづけてそれと なくて、
(待)(うゑ)まっとしもあらで植にし卯花の
(絡}*(閑){時鳥)(鳴)ひもとかぬまにほととぎすなく
*(佑)
の花はいまだいぎたなきをうちわびつつ立やすらふ夕暮に雲井はるかに声壮加れれ れば、
(向)*(上)
ここの北むきの窓のうへに額うちて義上窓といふ文
(白土)(作}(覗)
字をしらっちにてつくれり。窓よりさしのぞきてみれ
{縁)(簸){一叢){二議)
ば東へりのまがきの下に白菊ひとむらふたむら植へ
{渡)(心憎)わたしたる、いとこころに しゃ。
(入口)
この室のいりぐちに「華膏国門」といふ額う たり。
(見)*(小)
「これは」とみる人ごとに「あやし。かかるちいさき
(言}(答)(言)*
国やはある」といふ。こたへていへらく「かの軒鞍の
(帝)(中)
みかどの夢のうちに遊び まひしは にこそ。夢の(中(欽)うちに大小 けぢめはあらじものを」 。また酒のみ
(主)(顔)*
などしける時はこの国のあるじかほに胡蝶の夢もさめ
*(今様)
やらず、南の枝ぞすみかなどいまやうめか てものぐ
(舞)(歌)
るほしう、まひうたひける。もとより夢てふものはどが
(例)(言)(室)
かならぬたとひにさへいふなる。すべてこのむろに{入}*{居}(言}(夢)いりてこの窓の下におれば、いふことする とゆめな
ら
かぬ
くこ
かきと
し、は
つあ
け ら
て日
「華膏国の記」と名づくるも辞じ
く夢にこそ。
(履軒){幽人)(中)(記}くつのきのふかうど夢のうちにしるす。
(年)(暮)(主){詠}
このとしのくれにや、この国あるじのよめりける歌。
(中)(分)(我)
夢のうちに時しもわかぬわが国も
春を隣の鴛の声
(明)(年){初)あけのとしのはじめに、
{秋津洲)*(来)あきっすに春やきぬらし草枕
(霞)(今朝)*(見)
夢路かすみてけさはみゆらむ
【 校 異 】
O
安永のみかど・:中之島本目「安永のこかど」。
O
南の本:・中之
島本「南の花」。
O
そこら:・中之島本「そこそ」。
O
やをら:・中之島本「や
を に 」 。
O
そらごと(空事)・:中之島本「ろうこと」?に見える。
O
北むき
・:中之島本「ふむき」。
O
あやし・:中之島本「おやし」?に見える。
O
い
りて:・中 いりし事」?に見える。
O
けさは・:中之島本「けさの」。
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【 語 釈 】
O
そこら:・はなはだ
?O
しどけなき・:整わない。
O
いぎたなき・:
咲いていない。
O
ひもとかぬ・:つぼみが聞かない。
O
鬼のしごくさ:・鬼の
醜草。『万葉集』の「鬼の醜草」の誤読から生まれた語。紫苑 こととも言うが、ここでは雑草の意か。
O
あきっす:・秋津洲。日本のこと。
【 注
}O
かたっぷり・:ヤドカリのように居所を定めないことを言う。履軒
は「おきふしを心にまかす蛸牛のやがてけぬべき世にしあるものを」 いう歌を詠んでいる(『越吟』第二、三三五)。また「家なくしてかたつむりをかりですめることよと笑ふ人ありければ」という調書きも見える(『越吟』題三、八一二。一方、『荘子』の「踊牛角上 争い」の故事を踏 え、
浮き世であくせく生きることを皮肉る意もあると考えられる。履軒の漢詩「鍋牛巨図」は、華膏国王が蛸牛の大きさを称え、鍋牛角上の二国を訪問するという内容である(『履軒古風』巻四)。
O
よね・:米屋町のこと。
O
南
の本:・米屋町の別名、南本町の 。
O
此君なくてはひと日しも:・此君は
竹のこと。王徴之が居宅に竹を植えて「何ぞ一日も此の君無かるべきや(どうして一日もこのお方 なくておられょうかごと言った故事(『晋書』王徴之伝)に基づく。
O
笠置の帝の御夢のうら・:「笠置の帝」とは後醍醐天
皇。南北朝時代、笠置山には後醍醐天皇の行在所があった。後醍醐天皇が楠を暗示する「南 枝」の夢を見た話が『太平記』巻三に見える。
O
誼盾
・『春秋左氏伝』宣公二年の条に、趣盾が主君の霊公の費沢や遊興を諌めて疎まれた話が見える。
O
かくれすむ山のおく山:・「世の中よ道こそなけ
れ思ひ入る山の奥にも鹿ぞ鳴くなる」(藤原俊成、 百人一首』)など 踏まえると思わ る。
O
義上窓・:義皇上人で伝説 皇帝伏義 さ に先の皇
帝。世事を忘れて安逸に世を送 者に喰え
O
「華膏国門」の額:・懐徳
堂文庫には「筆膏国門」の額が残されている(『懐徳堂事典』一
O
一 頁 、 『 中
井竹山・中井履軒』一二二頁 写真あり)
O
軒韓のみかど:・軒輯は伝説
の皇帝黄帝の名。
O
胡蝶の夢:・『荘子』斉物論篇に見える故事。荘子は夢
で蝶になり、覚めた時、人が夢を見ていたのか、蝶が人の夢を見ているのか分からなかったという話。
O
南の枝・:唐代伝奇「南軒太守伝」を指すか。
柿は枝の意味。夢の中で、蟻の国の若殿様となった男が 柿国を治める。目覚めて南の枝の下を掘ったら、蟻の巣があり見覚え あ 景色だった、という話。『華膏国物語』の舞台設定も華膏国の南相郡になっ いる。【解説】履軒の庭園に関する文章に「小園記」「小園序」(ともに『弊帯』所収)がある。宝暦九年(一七五九)、門人が懐徳堂 庭を造成した事情を
述べる文章である。
園、題三タ図*三タの歌を 材にした絵への題辞。履軒の視点が興味深い(解説参照)。
(歌)(嘆)
春ののどけさを烏にうたはせ、秋のあはれを虫になげ
{天帝)
かするはあめのみかどのはからひかも。されば世々を(経}(大和)(うた)*(真砂)*(詠)(尽}へて秋のタてふやまと一骨 浜のまさごのよみつくすべ
(虫)(音)(通)
深草や露けきむしのねにかよひたるは
うもあらねど、
( 稀 }
いとまれにこそ。
*(飛騨医){斧)(跡)
ただこの三人のみぞひだたくみのをののあともなく(辺)(千草)(自)(生)
野べのちぐさのおのづ らおひ出たらんやうにて、そ
(実)(虫)(多)
の声なむまことにむしなりけ し。むべおほくの中よ
{選}{出)
りゑらびいだされけめ。
(言)*
かくいひもてゆけば、ひとへにうべなきゃうなれど、
*(願}
そも人にして虫ならんはあながちにねがふべきやは。(今)(世)(言)(甲斐}いまのよはいふかひなし。
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末遠き後の世のみぞ人はは
か
ら
れ
ね*
(誰)(虫}(婚)(殿}たぞやむしのねぐらをたちはなれて天雲のたな引(渡)*(光)(染}
わたりて入日のひかりにそのいろいろをそめいたし、
(高)(吹){鯛}
嶺たかみ松ふく風の秋のしらベをかきならしたらんは
*(ロ)(饗)(隠}(惑)
虫もやさしとくちふたぎてかくれまどひなんかし。れはたありや、
あらずや。
{ 校 異 】
O
寄 :・中之島本「歌」。
O
三人・:和文集本は右に「寄」.と振る。
O
虫 :・和文集本「むし」。【 語 釈 】
0
・ フ ベ な き ・ : 最 上 の 。
O
やさし:・遠慮して。
【 注 】
O
三タ:・『新古今集』に見える秋のタベを題材にした三首の歌。「さ
びしさはその色としもなかりけりまき立つ山の秋の夕暮」(寂蓮)、「心なき身にもあはれは知られけりしぎたつ沢の秋のタぐれ」(西行)、「見わたせば花も紅葉もなかりけり浦のとまやの秋 タぐれ」(藤原定家 。
O
浜の
まさご・:『古今集』仮名序に「わが恋はよむと 尽きじ有磯海の浜の真砂はよみつくすとも」という歌があるのを参照。
O
いまのよ云々:・未来を予
想するものか。
O
天雲のたな引わたりて:・「天雲たなびくまで生ひのぼれ
るごとくに、この歌も、かくのごとくな べし」(『古今集』仮名序)を踏まえるか。【解説】魂の飛朔履軒は自然科学に興味を持ち、天文学者麻田剛立と交流し『天経或問』
そ
に訂正などを書き入れたり(『天経或問離題』)、木村莱蔭堂の門下に顕微鏡を見に行き「顕微鏡記」を著したりした(『弊帯続編』)。一方、華膏国に代表されるように夢の世界に心を馳せた。自然科学への興味と夢の世界への興味と 共通するのは、その自由自在な「視点の移動」である すなわち、ある時は、微小な世界に心を馳せ(「顕微鏡記」)、ある時は巨大な世界に心を馳せた(履軒の漢詩集『履軒古風』巻四には、天を飛朔する夢を描いた「会虞|観天地第ごなる創作もある)。ここで、虫の 問題にするのもその一例 言えようか。
* 
玉、ましらのいざらひ*適わぬ恋を題材にした歌物語。題の「ましら」は猿、「いざらひ」は稽古
の意。猿まねの下手な作品だと卑下しているのであろう。
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(語){皆}*(書}
昔かたりなどはみなあらぬことを筆のすさみにかき{速}、(今)(如何)(作)(出)
つらねたるをいまの世しもいかでつくりいでざらんと
( 言 }
人のいへりければ戯れに、
(昔){男)むかしおとこありけり。かりそめにい静ひ
h b
りた
(ごろ)(経)(互)
る女の日比ふるほどにか みにへだてなく思ひなり
{親)(下衆)
おゃなん開つけて「げすなり」とていみじう匂什
ぬ
いをし
かけ
で*る
ヨャ、 。
り
け
る
(立}(塞)
関守かどかどしくたちふさがりければ、
( 便 )
風のたよりにつけて、
(通)(慣)
かよひなれし
かくなむ。
宿
は
さ
な
遠が
ざa ら*
か巴
りちc
ぬから
るけ
れ
ど*
人は雲井に
(女)(返)をんなかへし。
白雲の
よ合
くニそc
ゆ。に
るも
姻わ去
をれ3
lま
ほ
ど
ごへ巷
下今て
c;t.宵、
パ )
tr いき
L LT、 ーレ....，，~
04"'-'遺
せ
け
る
そ
れ息
とひ
しきわ富
らび
な
ん
( 強 )
親のしゐて人にあはすな
しかあるべき」とてかなしきことの*(書)(奥)
しどけなくかきつづけておくに、
カ￥白る
ぎ巴
り
世中に
か
しきか
らる会
でう主
やき乙
人身
のの
恨あ護
みり右
は裏そ与
つ海 )
らと *
ん*
男)(限)(哀)
おとこかぎりなうあはれにおぼえて、
世の海を
身な会
をにむ
しg か
るうお
雨らむ
ぞみ
ん
は事
る数
るな
時ら
なぬ
き
ゑ
み2 夜
そS ふき
かく
にる
い宣ま
ひ ま
やまに
り
け
る
(忍)(難)
いとしのびがたくて、
し、
も*
ねき
ら
れ
ず
思ひ出ん
{ 荒 )
波あれて
し、公涙
まふの
や床
こ露に
ゆ
ら
む
* 
末の松山
{起)(頃)(奉)
いまだおきゐたるころなりけり。からうじてたてまつ
(女){押){当)(甚)(泣)(答)をんな文を顔におしあてていたうなきていら
(明)(聞)(空)*あけの日きけば、にはかにむなしく
りける。へもせずとなむ。なりけるとぞ。
はしたなきわざにゃありけむ。
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【 校 異 】
O
いかで:・中之島本「いそ」に見える。
O
ちかけれど・:中之島本
「 ち り け れ ど 」 。
O
恨みはつらん・:中之島本「恨みはへらん」に見える。
O
いも・:和文集本「いと」。
【 語 釈 】
O
す さ み ・ : 勢 い 。
O
さながら・:すべて。
O
しどけなく:・整わずに。
O
むなしく・:亡くなること。【 注 】
O
ありそ海:・荒磯海。歌枕。「ありそ」を「有りぞ」に掛ける。ま
た「ありそ海の浜の真砂と頼めしは忘るることの数にぞありける」(『古今集』恋玉、読み人知らず)のように数の多い を導き出すのに使われることもある。ここでは恨みの尽きないことを導き出すの 使われている
か。履軒の恋歌を集めた和歌集『風懐百首』一六に「ありそ海の岩またゆたふなびきものなびくとみえて手にはとられず」という歌がある。
O
思ひ
出んの歌:・「契りきなかたみに袖をしぼりつつ末の松山波越さじとは」(『百人一首』、清原元輔)を踏まえる。
六、与竹里翁
(竹里翁に与ふ)
* 『古今集』校訂に関する加藤景範あての書状。加藤は懐徳堂門人であるが、歌人でもあった。
(翁}(仰}(辿}(知)
『古今集』の初校はおきなのおほせにてぞ、たどりしら
{分)(得)
ぬ道をふみわけつる。されば罪うべきことと げきっ
(妄){書)
つも、みだりにかい けたることのおぼつかなさ。(此度){仰)こたびの再校もおほせにはあれど、わたくしの心には(先}(取)(捨)さきのみだりがはしきものをほとほととりすてて罪を{軽)(立}かろめてとてなん、さらばとは思ひ ちぬるを、心に(任}(腕)まかせぬものはかいなにて、いやましにかいつくるほ
(深)(如何)
どに、罪はいよよふかくなりまさるをいかがはせむ。
*【生】【現】
よしゃ、みそなはして後にかいやりたまへ。おひしげ
(芦){一節)
るあしのひとふしも罪あるまじうおぽさんことのあり
あなかしこ、名をのぞきてとりいれたまはら
(立)*
んかし。数ならぬ名たてしもこそいとびんなけれ。
{鍵波)(見){先)(陵・良し)
なにはのこともみぬさきによしとは思はざらま
(見)(人){惜)
し。みんひとのため へいとおしくこそ。もせば、【 語 釈 】
O
みそなはして・:ご覧になって。
0
かいやりたまへ・:捨ててくだ
さ い 。
O
びんなけれ・:「便無し」で具合が悪いこと。
【解説】この文章によると、履軒は『古今集』の校訂をしたようだえ履軒は、『古今集』に『古今六帖』との字句 異同 どを書き入れた『古今集離題』を残して るが、あるいは『古今集』校訂のための書き入れ本か。また履軒には古今序について論じた『古今二微』 いう著作がある。
*山中浩之は、この文章を、竹里が履軒に『古今集』の校正を命じたものと
する(『中井竹山・中井履軒』二七五頁)。
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七、世のたから*世の中の物の値段に関する論。費沢品を退け実用品を噂ぶ履軒の価値観が
よく現れている。『遺草合巻』にもあり、見せ消ち、挿入があることから草稿だとわかる。
(宝}
世中のたから、
{ 数 )
時により処によりて貴賎あるはかぞ
ふ
お る
し に
ない (
ベと暇
てま)
い賓な
ふ)k
{少)(賎}
いますこし価のいやしくあらま(銅)*
しかはと思ふものは、あかがね。家ごとに用ゆとはす
(尽)(痴者}(盗)
れど、いまだ銅の用をつくさず。また、しれものにぬすみ
宝)(夷渡)
心つくよ。 かるたからを年々に遠きゑびすにわたし
*{政}*{如何)(黄金)(銀)(貴)
給ふま りごとはいかにぞや。こがね、しろがねは と
(賎}(俄){上)(下)
くまれ、いやしくまれ、には なるのぼりくだりだに
(夷)(渡){却}*(惜)
なくば、さでありなん。ゑびす わたすもかへりておし
{貧){肌}
からず。ま綿。木綿に十倍す ばまどしき者 はだに{触}(難)(老)(嘆)ふれがたし。おひ人のなげきにもや。
( 良 )
価のよきほどなるものは竹。家ごとに用ひていささ
・**(思)(実)
かのことにも此君 てはとぞおもふ。 こと 竹
(尽}(綿){陶)(古)
用はつくせり。紙、墨、筆 木わた、すゑ物 刃物。ふる
*{知}{鉄}*
き茶の具、太刀、刀はいざしらず 塩、酒、くろがね。
(少){貴}
いますこしたとくあらましかはと思ふ 、
{辛子)(辛子)(蜜柑)*
からし、唐からし 柚、みかむ、はぢかみ。あまりに
**{飽)(慣)
得やすければ下が下までも口にあき目になれ かばか
(丸太)
杉まるた。
れ
も
た2 自
と5 なき
しれ
*(愛){薄)
りのものにめづる心うすし。
(愛}{惜)
てめでやらず。いとおしきわざなり。とくさ。
(高)*
とて用ひぬかは。今は功たかくて位おとりたりや
(唐}(稀}*(愛)
すの木。から木とてまれなるをめづるは世のならひに
*{ )
や。およそ木のうちに、から木に似たるはただいすな
{如何){愛)(櫛}
めり。いかなれば、こ 国 人のこれをめでざる くし、
(根付)
ねつけの外には用ひぬこととすめり。さ ば、薪
{焚)(捨)*
にたきすつるぞ、い おしき。
{ 貴 }
いとたとくあらましかはと思ふものは、麻黄、石膏、*(煙草}{貧)*{知)(
破球、たばこ。さらば、まどしき者、此味をしらでお
自)(少)(嬰}
のづから火災もすくなかるべし。黒砂糖。さ ば、みどり
*(少)*{二)
子の病もすくなかるべし。このふたつはありて何の益
し、
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ぞ や 。
なくてもあらなむ。
【 校 異 】
O
用ゆ:・『遺草合巻』は「用ふ」を見せ消ちして直す。
O
給 ふ : ・
『遺草合巻』「玉ふ」。
O
まつりごと・:『遺草合巻』は「まつり」は挿入す
る 。
O
かへりて:・『遺草合巻』は挿入する。
O
とぞ:・『遺草合巻』は「ぞ」
は挿入する。
O
ふるき茶の具・:『遺草合巻』は挿入する。
O
くろがね・:『遺
草 合 巻 』 「 鉄 」 。
O
下が下・:『遺草合巻』「下がしも」。
O
までも・:『遺草合
巻』は「も」は挿入する。
O
もの・:中之島本「との」。
O
功たかく:・『遺
草合巻』 功高く」。
O
まれなる・:『遺草合巻』は「すくなき」を見せ消ち
にして直す。
O
およそ:・『遺草合巻』は挿入する。
O
ただ・:『遺草合巻』
は挿入する。
O
たきすっ:・『遣草合巻』は「す」を見せ消ちにして直す。
O
麻黄、石膏、破潔・:『遺草合巻』は傍らに足す。
O
此・:『遺草合巻』は
挿入する。
O
病も・:『遺草合巻』は「も」は挿入する。
【 語 釈 】
O
比君・ :竹の別名。
O
はぢかみ:・生美、および山根の異名。
【 注 】
O
いす・:炭にもされたらしい。炭としても安物だった(『近世後期
における主要物価の動態(増補改訂)』三井文庫編、東大出版会、一九八九 ) 。
O
たばこ:・履軒はたばこは体に悪いとは考えていなかった(『老婆
心 』 ) 。
O
黒砂糖・:当時、黒砂糖は薬としても使ったらしい。砂糖自体安
いものではなかった。ただし、、履軒は体に悪いと考えていた(『老婆心』に詳しい。『遺草合巻』所収の「柔遠」にも見え )ため、人々の手に入らないように、さら 値段を上げるべきだと考えたのであろう。【解説】履軒は倹約主義と鎖国主義(貿易縮小論)を唱えていた。倹約主義については、『筆膏国物語』を、鎖国主義(貿易縮小論)について 「柔遠(『遺草合巻』所収)、「利政雑議」「擬喰」(『履軒老言』所収)、「蝦夷排」(新田文庫蔵『履軒先生遺稿雑集』所収)にそれぞれ見える。
J¥. 
巴歌集序
* 「巴歌集」は未詳。『図書総目録』に見えない。
(長柄){っき)(果)
ふじの畑もたえて久しくなり、ながらの橋も尽はて
*(三十一文字)(言葉)
にたる世にしあれど、みそぢひともじのことのはのみ
(呉)(世々 ・節々 )(伝)*(詠)(尽)
はくれ竹のよょにったへて、浜の真砂のよみつくすべくもあらず。
{蓋)(草)(生)変生)(重)
けだしくも、青民くさ うまれかはり、おひかさ
(種){動}{例)
れども、心のたねの常磐 うごきなき世のためしかも。(焼){跡}(若)(萌)*{出)(緑)やけ野のあとの草わかみ、もえいづるみ りの色ぞ目
(春){際){使)(起
もはるになびきあひぬる。風 たよりに思ひおこせば、
(良)(悪)(一吉)
この草 よし、かの花はわろしなどいふめるは世の中
( 奇 )
のくすし心にや。
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{同)(恵){生)
とまれかくまれ、雨露のおなじめぐみにおひ出くる
{一人}(二人){霞芦・善悪)(争)
ものをひとりふたりの心もて、難波のよ あしをあらそ
{梅)(咲){咲)
ひてんやは。さらばうめ 香をもてさけ、桜 色をさ
(蝦)(奉}(呉)(操}{立)
け、ゑびは味をたてまつれ。くれ竹はみさほを てよ
( 我 )
われはよそに見む【 校 異 】
O
もえ・:中之島本「もへ」に見える。
【 注 】
O
ふじの畑
1
尽はてにたる世:・『古今集』仮名序に「今は富士の煙
も立たずなり、長柄の橋もつくると聞く人は、歌にのみぞ心を慰めける」とある。長柄橋は 早くになくなり、古いもの、壊れたものとして歌に詠まれてきた。履軒の恋歌を集めた和歌集『風懐百首』に、富士山の煙 詠った歌 して「わが思ひ身をしる雨にきえもせでふじの畑のもえつつぞふる」(二四)と「いつまでぞならぬ思ひはふじのねの畑も今は絶にしもの 」(三六)とがあり、長柄の橋を詠った歌として「わが契ながらの橋のくちはててうかりしふしぞ猶残りける」(七九)がある。
O
浜のまさご・:『古今集』
仮名序に「わが恋はよむとも尽きじ有磯海の浜の真砂はよみつくすとも」という歌があ のを参照。
九、ふきのことぱ*蕗についての考証。同様の内容は、『履軒先生富貴之説、葵説(月可録)』(新
えくじり
回文庫『履軒先生遺稿雑集』所収)、『葵説』、『画総』にも見える。
{蕗)(輿)
ふきてふ草こそいとけうあるものなりけれ。
}(植){渡)(生)(続)(絶}びうへわたせば、年々おひつづき たゆることな 。
{選){垣根)(士一戸)(丸屋)(廼)
土地のゑらびもなく賎がかきね、あしのまろやのめぐ
( 生 )
むつかしきばかりおひ広がりて、
(一度ひとた
りまでも、
( 尽 )
すれどつくすべくもあらずかし。葉も花も香味よく、(嬰)*(類){言)みどり子の薬にさへたぐひなしといふめり。
朝 夕 、 も のさるをよ
(目慣)(愛)(騒}{憂)
の常にめなれてめでさはぐ人のなきぞいと心うきや。
(僻事)(言)
蕗の字を用ゆるをひがことなりといふ人あれど、『倭*{読)
名抄』に在高錫が『食経』を引て蕗をとよみ
「 ふ ふ き 」
たれば、さるべきことにこそ。(声)(伸)こゑののびたるなるべし。
(半)(萌)(一本){必)
冬のなかばにもえ出るにはひともとに葉はかならず
( 言 )
みつあり。茎ひとつに葉ひとつなれば、三茎草ともいふ
(摘)(残)(二)(間)
ベし。人一葉をつめば、のこ ふたつのあいだよりま
(三)(欠)(摘)
た一葉出てみつの数は長くかけずなん。久 くつまざ
( 四 )
ればよつにも五 にも葉 なるべ れど、み なん其
「 ふ ふ き 」
lま
「 ふ き 」
の
- 46 -
常なるべし。
{並)(重)(合)(葺)
其葉のならびかさなりあひたるは人の軒端をふき( 並 )
ならべたらんやうなればにや、「ふき」 は名づけけら*(当)(書)(実)し。ふきてふ名に文字をあ て「官呈員」にかけば まにめでたき草なりと思ふべし。富貴は福な 福 音
(通){呼)
は「ふく」また「 き」の読にかよひたれば、「福草」とよび
{ 読 )
けらくもむべならずや。また「福草」を「さきくさ よめ
(幸){三業}(四葉}
り。「さき」はさちなり。げにも「さき草のみつばょっば
{造)*(適)(昔)
の殿つくり」にはよくかなひぬべし。むかし三茎草を{奉}*たてまつ 人に三枝部連の姓を賜はりしも、
この草な{ 変 )
るべし。三枝は三茎なり。茎と枝はもとは其かはりあ
(通)*
れど、かっかよはして用ゆめり。一 の蓮、一枝の灯
( 唐 )
など、から歌の常なり。「神祇令」に三枝祭あり。 義解」
( 言 )
に「三枝花もて酒樽をかざる」といへ 冬枯に木草
(稀)(頃)
の花のまれなるころなれば、
この草の花なるべし。三
枝を「さいくさ」とよめるも「さき草」
のよこなまり
な
も(る
ろ世ベ
こ眉し
し}。
の
む(
か昔
し)
は
の
草
を
「葵」と名づけたり。
(広)(向}
「あふひ」と訓ぜり。葉をひろげて日にむか
(随)(傾)*{巡)
ひ、やや日にしたがひてかたぶきめぐりつつ、わが根
(覆)(当)
をおほひて日にあてず。されば葵は足を衛ると
F2
(向)(言)(頃)
ふ。日にむかふ草ともいふなり。中ごろと り 、こ
(理){失)*
のことはりをうしなひて『本草』てふ文にも葵の名を
( 言 )
あらぬものにとられてけり。さ いふやう、むかしはここ は
〔食物)(今)(食}
葵を民のくひものにしたるをいまはくふ人なし。
{片)(痛}
も腹にも今昔の時はりありなど、いとかた腹いたしゃ。
{木綿棒)
この国にも賀茂 祭のゆふだすきかくるあふひを葵
)(蔦葛)
りと思ふはひがことにぞ。山 ったかづらの中に葉のトからの葵に似たればとてなん、「 ふひ」 名 これ
(残)(実}(葵葛){言)
にのこりたるなり。まことは「あふひかづら」といふ
(向)(衛)(葛)
べし。日にむかひ足をまもるてふことはこ かづらに
(嘗)(無)(大和(唐)(昔)
はかつてなきことなり。や とももろこし 草はむ し
{槌)(変)(行)
の草ながら、世にしたが て名はかはりゆくめり。
(例)(多}(嘆){余)
かるためしの世におほかるはなげきて なをあまりあ
口に
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る べ し 。
(我)(一人)(物知)(顔)(賢)(憎)
かくわれひとりものしりがほにさかしらするをにく
( 賢 )
しと思ふ人もあ らん。されど、また、さかしらの名
(憂){遺)(隠)(磐手)*(一言)(止)
をう て人々はひかくれて、いはでの山のいはでやみ
(僻事)(益){生)(古)
なば、ひがことは日にましておひまさり ふるきこと
(随)(消}(失}悲(見
は年にしたがひてきえうせなん。これをかなしとみん
(我)(賢)(許)
人あらばわがさかしらはゆるしぬべし
いでや、
か
く
{ 賢 )
さかしらはすれど、のあるを、
{種){残)
この外に今一くさのこりたること(偉}
なを世をはばかりでなむ。
【 校 異 】
O
みどり子:・中之島本「ことり子」。
O
なるべけれど・:手稿本「な
るへへけれど」。中之島本「なるべへけれど」。和文集本に従って改める。O
名づけけらし:・中之島本「名づるけらし」。
O
ならずや・:和文集本なし。
O
かたぶき・:中之島本「かたなき」に見える。
O
あらぬものに:・中之島本
「 あ ら ぬ も の ぞ 」 。一 注 】
O
『倭名抄』:・『倭名類衆抄』巻十七にある。
O
みつばょっぱの殿
つくり・:「この殿はむペも富みけりさきくさの三葉四葉に殿造りせり」(『古今集』仮名序)。履軒にも「このもとに一夜のやどをさきくさのみつばょっぱに殿造 せり」という歌がある(『華膏国歌合』雑、僧)。
O
三枝部連
の姓:・天武紀十二年の条 あ 。『姓氏家系大辞典 二四四四頁(角川書庖、一九六三
) O
一枝の蓮、一枝の灯・:用例未詳。
O
「神抵令」「義解」:・『令
義解』巻二「神祇令」にコニ枝祭・:三枝の花を以て、酒樽を飾り祭る。故に三枝と日ふなり。(以三枝花、飾酒樽祭。故日三枝也。)」とある(『国史 大 系 』 ) 。
O
『本草』・:明李自珍著『本草網目』巻十六。
O
いはで :・磐
手。歌枕。「言はで」と掛けて用いられる。
十、歌のすがた*歌論。
今の姿あり。
{ 如 何 )いかなる処
(大和)やまと歌にも昔の姿あり、
(分)(来)
よりかくはわかれきにけるにやと思ふに、
*{増)*
に思ひよりたることを其ままに引ませたることなく、
(美}(優){言)(表}
さながら、うつ しも、やさしくも、いひあらはすな
(言葉)(冷){頑}
めり。されば ことばのひや か てかたくなしから
( 蓑 )
ず、ただ一筋にして数々の飾はなし。けだし心の種よ
(萌)(出}(言)**
りもえいでることの葉なればにや、うち聞たる耳にも
(爽){余)*
さはやかにして心あまりあるやうなり。これなん昔の
*(良)(見){如何}(
姿なるべし。それをよしとはみながら、「いかでかくう美){言)(出){優)つくしくいひいでん、いかでかくやさしか べき」と
{ 飾 )
のみ心をバれてとかくするほどに、数々の ざり物
(取){集){添)(言)(並}
をとりあ めて巧をそへて ひならぶるより、今 姿
**(言)
とはなりけらし。『中務の日記』にいへら 「こよな
(分)(霞)
う霧もふりまさりて、木々の梢 見へわかず かすめ
(雁}(鳴)(渡)(添)*
る空にかりなきわた であはれもそへておもしろけれ
昔の人は心
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lま
( 健 )
霧こめて
あはれも深き
秋の夜に
雲井の雁も
( 渡 )
鳴わたるかな」(初}(文字)
このはじめの五もじをかりて前
この歌は今の姿なり。
(打){合)
の詞にうちあはすれば、さながら昔の姿となりぬべし。
( 飽 )
霧こめて
かs 木
すe 々
めの
る梢
空も
見
雁え干
な事わき
きか
わs ず
た5
る
又この第四句を
(改)
「かすめる月に」とあらためば、
( 際 )
一きは
おもしろき歌とはなるべし。されど、歌のおもしろく
(下)*(良し悪し・霞芦)
て姿はくだりゆくならん。そもそも歌のよしあしなど
(経)(却){知)
は難波の浦に年へし田鶴 かへりて見しらぬにしも。
(変)(類)
ただその姿 昔今のかはりあるをかかるたぐひにもや
( 記 )
としるしおくなり。
*以下小字。
(言)(対)(言)
ここに今といへるは昔にむかへていへる今なり。その今はた(今)(見)*{言)(至
だいまよりみてはま 昔をいふべし 昔の今より今の今にい
*(益々 }(深)
りて今てふ罪はますますふかくなるべし。【 校 異 】
O
思ひよりたること:・中之島本「思ひよりたぞこと」に見える。
O
引ませ・:和文集本「引まき」。
O
耳 :・中之島本「年」。
O
ある・:中之島本
「 や る 」 。
O
それ:・中之島本「みな」。
O
なりけらし・:中之島本「なりけふ
し」に見える。
O
そえ:・中之島本「そへ」。
O
見え:・中之島本「見へ」。
O
そもそも:・中之島本「色々」。
O
みでは・:中之島本「みんに」。
O
いたりて
:・中之島本「いたりでは」。
やまとうた
【 注 】
O
心の種
1
ことの葉:・『古今集』仮名序に「和歌は、人の心を種と
して、万の言の葉とぞなれりける」とある
O
『中務の日記』・:『中務内
侍 の 日 記 』 。【解説】履軒は古ぶりを評価する。それは漢詩においても同じであった。詳しくは、『履軒古風』『履軒古韻』解題を参照のこと
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一、夢路草枕
*夢での東国行を題材にした歌物語。富士山についての考証が詳しい。
(闇)*{惑)**
うば玉のやみにまどへる老らくのいづれの月いづれ
( 出 )
都をいづるとて、
の日にかありけん、
旅
衣
け写
ふ旦
ふ音私議
長さ包喜
子そg
そ華め
て野
( 結 )
いつかむすばん
草枕
関の明神にて、
(天)(日嗣)*
あまつひつぎの
{光)(絶)ひかりたえせぬ
君が代に
ゆきあ室
く ふ5
も*坂
かs 山
へψ は
る
も
神のまにまに
何事の
お
め2 は
ぐ包し
み ま
あ{す
ま遍と
ね)は
き
白
い吾露*
せきの
の
か(
み神
か垣
き)
関もなし
粟津原にて、
二見の浦をながめて帰るとて、
草枕
{ 萎 )
月になれにし袖だにも
{脆}(粟涼)*
さらにやもろきあはづ野の露
干玉
あZ く三
ふ5 しE
たs げニ
の。
み
な
し
老の波
(立
ふ云わ日
た士か匂
み事れ
の)な
浦*ば
の
鏡山のふもとにて、
{何処)(量一戸)(刈)(倦)(群)いづこなりしゃ、田子の子らあしをかりうんじてむれ
(休)(五十}(踊経者}
ゐてやすみおりける年いそぢばかんなるずぎやうしゃ、
*(串
H}(
木陰)
そのかたへの松のこかげにゐてしめやかに請経したる。
*(朽)顔付)*(清)
其形は露霜にくちにたれど、つらつきのきょげにて、
(見){一人)(芦刈){男)**
ゆへゆへしくみゆる。ひと のあしかりおのこ紙と筆
(持)(来)(尊)
をもできて「いとたうとくも見えさせ給ふかな。賎
(渡)(御業)
身の世の海をわたりかね 仏 みわざだにさらに
(如何)
もなしあへず。かかれば後の世 おぼつ なさをいかが
(良)(教)(示)*
何にでもよきことをおしへしめしたまへ」と
(我}(寄)*
われもまたいざ立よりて鏡山
*(残)*昔の人の影やのこると
( 蘇 )
老その森にて、
( 若 )
はしおりてわかやぎゆかむあら玉の
(歳)(老いそ・老蘇)*{諌)*
としをおひそと森 いさめし
(伊勢)*(詣)いせの瑞篠にまうでて、
( 仰 )
あふぐかな
守るらし
ては
ぬa せ
か3 ん
を
イコ
く
な
り
かの修行者、
( 照
天てる神の
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後の世は
あ2 まs
し乙よ告
をは
か8 ば
りまG
つよg
Jコ J ¥
世難
を波
っき津*
くの
す
し
(書){立}(去)
とかきてやがてそこをたちさりぬる。ありけん。八橋といふ処にて、
か
き
イ〉
ば
た
くa
も事咲
でエに
にし
思津
ふは
在五中将の像をおがみて、
{ 朽 }
花ゃくち
そ春
のや
身千
ひご年
と)を
イ〉
l土
( 如 何 }いかなる人にや
昔*橋
なも
りな
けし
り*
ふ要
るー
なこT
を*と事
?きの}
り
け
る
(小夜)(富士の峰)(初)(古)さやの中山はふじのねを見そむる処のやうにふるき道
*(見)
の記などにみえたれど折ふし空かきム伊 てなん。な
(行)(行){何処)*{問)(晴)
をゆきゆきて、いづこにかありけん、夜のまに空はれ
(明)(待)*(伝)(歩)あくるをもまたで旅の宿を出て浜ったひあゆ
(分){隙){出)
横雲のわかるるひまよりふと見いだしたる
ければ、
はみ
えけ
もる
し、きに
は
ず
あはとみるめもあやしきや麻につく
*{蜂){曙)蓬がみねの雪のあけぼの
時
あ(しき
さ塑ら
~*ぬ
三(山
手空
言法
E 罪
たな
じヰ
す二雪
そごの
野こ c
をろさ
めぉに
ぐs は
りー あ
ゆをら
くね
慢ど
. r、
あお
ふ巴
ぎ
こき
.し
しき
なねs
ぬがe
薬ひ
はもs
み三
イ)':;
の
高根かな
さもあらばあれ
*(恐)*(御)
げに人の口ばかりおそろしきものはあらじ。かかるみ山
(積)(投)(捨)
をもひきつみて大海原のあなたになげやりすてたらん
(疑)
やうになん、あるかなきかと今の世までもうたがはせ
( 言 )
けるぞ、名のみなりけることとはいひながらも、
(片腹痛)
かたはらいたしゃ。
唱'&F D  
し、
と
よしもなき人に見えじと沈みけん
(三)(尊)みつの高根はたうとくもあるか
そ(
ら空
ご言
と)
の
中
も
あ事
し
フ
は
も(あ
ろ告ら
こ岨ぬ*
し)ー
のふ富
む(しご
か昔は
し)あ
り
はs け
た3 り
のと
なん思ひ給ふるなるべし。
{帝)(頃}
みかどのころにゃありけん。
{見出)*
のみいでたるにや、このみ山を名づけて、中なるを蓬
(言)(方){一方)*
莱山といふ、一かたを読洲山、またひとかたを方丈山
{言)(如何)
といふめり。いかなる心にか、このみつの山は仙人の
(住処}(生}(出)
すみかなる神山にて不老不死の薬のおひいづる処なり
(実){一)(知}{洛)
となん。まことはひとつ山 をばしらで、はるかな
(眺)(三}(重){貸)
るながめに、山のみつかさなりそびへたるとなん思
*(真)*
けらし。秦皇これをきこしめして、ま ととおぼして
{詔}*(求)
方士にみことのりして、かの薬をもとめさせけ に、
(空)(来)*
年を経て手をむなしう 帰りまうできぬ。秦皇 奏
(申)(漕){寄}
してまうさく「臣らか 神山をめがけて舟をこぎょ
(上}{見)
て嶋にあがれば、この山浮世の人にはみえじとにや、
(沈)*(尋)
するすると海の中にしづみてたづぬべくもあらず。舟
(帰)*(出)*(元)(如)(見)(又)
にかへり 沖 漕いづれば、も ごとくみゆ。また(行)(又)(沈){幾度)(同)(様}ゆけば、またしづむ。 くたびもお じさまなり。
(全)(拙) 偽
れまたく臣ら戒行のったなき故 そ」となん。 つ
{多)(言葉)(全)*(由)無)
りおほき方士のことばなれど、また よしも きこと
*(漕)(渡)*
大海原をこぎわたりし者
{作}{変){見)
をつくりかへりて出たるにしもあらず。遠ければみゆ、
{障)(見)(理)
近ければ物にさは みえぬといふことはりをさしおき
( 言 )
て、海に沈むといひけんはいとおかしくこそ。わが国
(当)*
にては人皇第七代孝霊天皇の御宇にゃあたりぬ んこの時は富士てふ名だ ありしやあらずや。まいで、
*(唐)
歌などに入たるはいと後の世のことなめり。もろこし
(目)(見){早)(唐)*(書)
にては、め みぬ山をはやくよりから歌にも文にもかき
( 求 )
ながしける。漢の武帝もかの薬をもとめさせたり。唐の玄宗の時に 楊貴妃のことにつけて蓬莱仙宮をぞか
*(僻事)*
こちける。又三島てふひがことも出くめり。その外(種々 ・草々 )(乱)*{掻}(集}くさぐさは浪にみだれし藻塩草かきあっむべうも ら
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ずかし。
かかるめでたき山の御名をかしづき
(言)(騒)*
さらにまた蓬莱が島などいひさはぎて、
(住)(境)(一言)
むくつけき鬼のすむ海のあなたのさかひなりといひ
(伝}{口惜)ったふるこそ、いとくちおしけれ。
(高)*
また世に名だかき博山香炉は、
* 
おしみける物とぞ。
い で や 、
まいらせて、
梁の昭明太子のいと
(作)*(形)
これは玉もてつくれり。其かたち
{写)**
は後の世までもうつし伝へたれば、なはち富士の山の姿なりけり。みつの峯の間より香の
{煉)(彫)(こ
畑のくゆり出るやうにゑりなせ ひとつの名は富士
(言)**(昔)
山炉といふな と物に見えた 。これはむかし こと
(厳){定)(作)おぼろげにはあらでまことよく見さだめでつくりけら
*(言)
し。さればこの山を るかに名づけて博山ともいひけ
(端張)(広)
げにはたばりひろき山なれば、
それを見しに、す
るにぞ。
この名もむベ
し こ そ 。
*(由無)(続)(行)
かかるよしなしごとを思ひつづけつつゆくに、(上){端無}(見知}
のぼる人にはしなく行あひたり。みし た 人にてあ
(一)(一一)*(書)*
りければ、この歌ひとつふたつ立ながらかきつけて、
(故)(奥
ふる里にことづてやりける 其おく 、
都
(言葉)(述)(富士)*
さのみやはことばにのべんふじの雪
(聞)*(知何)(見)(及)，*きくともいかでみるにおよばん
(宿}*(言)(音)*(覚)
この夜のやどりは何とかいひし鐘のねに目をさまして、
(幅)(広)
はばひろき
(すその}*
山の葡野の
草枕
* 
夢さへゆらに
( 巡 )
山めぐりして
(寝}(灯){引)
さてねられざりければ、ともし火ひき{寄)*(出)*(書)(崩)よせて都いでしょりのことを家づとにとてかきくづし
(果)(再)(寝)(今度)
ける。ことはてて、ふたたびねたるに、こたびはいぎ
(差)(入)(知)(起)
たなくて、日影のさしいるをもしらでなん ふ おき(出)*(怪)(難波)(我)(丸屋}*いでて見れば あやし、なにはのわがまろやにてぞあ
(皆)*
りける。さればみな夢なりけり。たとひ夢にでもあれ、
(執)(記)
まさしく筆とりてしるしけるものをとて、
(念}(出)(書}{付}
ねんじいだして、かいつけてみれども
* 
一 に な ん 。
*(書)*
母屋の柱にかきでありける長歌
{ 押 )
枕おしゃり、
ほとほと
内dp h u  
はつかに十が
{春)*{来)(向)*はるくるとむかふそなたや
(霞)(初)
かすみて出 はつ日影
(桑)*(疎)(合)*
くわの小枝のなびきあひて(遍)*万あまねく照 よろづ国
(礎)*{尋}*
そのもとづゑをたづぬれば{鯖蛤虫)(飛)*あきつむし ぶ天 原
(波路)(分)*
なみぢわけ
蓬*お妻日
のひの
山ずい8
のしきづ
なる
なs ずて
っと主の ふ*
か
し
き
か
も
薬*日
お喜の
ふも安
ると十
や雫
反 帯 。
偽りの
なき
き
世
な
り
せ
たs ば
れ5
かむ (
つ事か昔
みし )
てへ
む*や
桑も蓬も
(唐)(詠)(大和}(言)もろこし人のよみけるやまと歌なりとぞいふ
{偽)*(如何)
はたさらにいつはりにてぞあるべき。いかなる
(憐)(甚)(困)
もののわざにや、足たゆく、いたうこうじにたれば、
(欽)(伏}
酒のみなどして、やがてふしぬるこれは、な る 。{ 校 異 】
O
冒頭部・:手稿本は「旅衣、ふと思ひたちて、東路におもむく。」
を見せ消ちにし、横に「うば玉の みにまどへる老らくの」とある。和文集本は、見せ消ち 部分を残して冒頭に置き、「うば玉の」以下を続ける。O
やみ・ :和文集本「闇」。
O
まどへる:・和文集本「まどへる」。中之島本「よ
へ る 」 。
O
老らく:・中之島本「老らこ」。
O
いづれの日:・中之島本「ひつれ
の 日 」 。
O
旅衣:・和文集本「たび衣」。
O
ゆく:・和文集本「往」。
O
あはづ
野 :・和文集本「粟津の」。
O
鏡山:・手稿本「みてゆかん」に傍掠を引き「鏡
山」と書く。和文 「みてゆかん」。中之島本「鏡山」。
O
おひそ・:中之
島本「おひろ」に見える。
O
いせ:・和文集本「伊勢」。
O
まうでて:・和文
集本「詣て」。
O
白露・:和文集本「しら露」。
O
かみかき・:和文集本「神か
き 」 。
O
浦 :・和文集本「うら」。
O
その・:和文集本「其」。
O
其形:・和文集
本「そのかたち」。
O
つらつき:・中之島本「つらっさ」。
O
おのこ・:手稿本
は「曳」を、和文集本は「おきな」を見せ消しにして直す。
O
紙 :・和文集
本 「 か み 。
O
給ふ・:和文集本「給ふもの」。
O
たまで:和文集本「給へ」。
O
山なれば
1
ゆくほどに・:中之島本は「罪なくや」が「めぐり」の後にあ
る。また「めぐり が「めぐりつつ となってい 手稿本の挿入を見誤っ た か 。
O
昔:・和文集本「むかし」。
O
なを :・和文集本「猶」。
O
ありけん
:・和文集本「ありけむ」。
O
出て :・和文集本「いでて」。
O
見 ・ : 和 文 集 本 「 み 」 。
O
は・ :和文集本 し。
O
あさ・ :和文集本「朝」。
O
口 :・和文集本「くち」。
O
あらじ・:和文集本「なし」。
O
見えじ・:和文集本「みえじ」。
O
沈みけん
・:手稿本「沈みにし」を見せ消ちで「沈みけん」に直す。和文集本「沈みにし」。中之島本「沈みけん」。
O
あらぬ・:手稿本は「思はれ」、和文集本
は「おもはれ」をそれぞれ見せ消ちにして直す。中之島 あられぬ」。O
原 :・和文集本「はら」。
O
者・ :和文集本「もの」。
O
たる:・和文集本「け
る 」 。
O
処:・和文集本「ところ」。
O
まことは・:中之島本「まことには」。
O
おぼして・:手稿本は「思ひ給ひて」を見せ消ちにして「おぼして」に直
す。和文集本「思ひ給ひて 。中之島本「おぼして」。
O
薬:・和文集本「く
す り 」 。
O
帰りもうできぬ・:和文集本「かへりまうできぬ」。手稿本、和文
集本は挿入で補う。中之島本「帰りぬ」。
O
しづみ:・和文集本「沈み」。
0
かへり:・和文集本「帰り」。
O
漕 :・和文集本「こぎ」。
O
故:・和文集本「ゆ
へ 」 。
O
またく:・中之島本「また」。
O
てかへりて・:手稿本は挿入で補う。
中之島本なし。
O
あたりぬ・:中之島本「あたる」。
O
なめり:・中之島本「あ
め り 」 。
O
から歌にも文にも・:和文集本「文にもから歌にも」。
O
かこちけ
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る・:和文集本「らこちける」。
O
出くめり・:中之島本「出にめり」。
O
藻塩
:・和文集本「もしほ」。
O
いひさはぎて:・中之島本「いひさはれて」。
O
博
山香炉・:中之島本「博山香煙」。
O
いとおしみける:・中之島本「いとおし
みたる」。なお、手稿 はこれを「秘蔵せし」に棒線を引いた横に書く。和文集本は「秘蔵せし」の後に、中之島本は「秘蔵せし」の前に置く。
O
其 :・和文集本「その」。
O
うつし・:和文集本「移し」。
O
たれば・:和文集本
「 た り 」 。
O
なり・:和文集本なし。
O
見えたり・:和文集本「み加えたり」。中
之島本「見えたる」。
O
されば:・和文集本「かかれば」。手稿本は見せ消ち
で 直 す 。
O
かかる:・中之島本「かかり」。
O
はしなく・:中之島本「ははし
な く 」 。
O
立ながら:・和文集本なし。
O
ふじ・:和文集本「富士」。
O
きく・ :
和文集本「聞」。
O
およばん:・和文集本「およばむ」。
O
やどり・:和文集本
「 と ま り 」 。
O
ね・ :和文集本「音」。
O
夜間野・ :和文集本「すそ野」。
O
ゆら
: ・ 中 之 島 本 「 ゅ う
O
よせて・:和文集本「ょせ」。
O
家づとに・:和文集本
「家づと」の後に「の料」を挿入する。中之島本「に」なし。
O
見れば・:
和文集本「みれば」。
O
まろやにて:・和文集本「まろ屋にて」。中之島本「ま
ろやにてて」。
O
なりけり・:中之島本「なりけりな」。
O
なん:・和文集本「な
む 」 。
O
母屋 :・中之島本なし (空格 )。
O
かきて:・和文集本「かきつけて」。
O
はる・ :和文集本「春」。
O
こなた:・中之島本「そなる」。
O
なみぢわけ:・
和文集本「波路わけ」。 「なみぢわ」。
O
小枝 :・和文集本「さ枝」。
O
なびきあひて・:中之島本「なびきあひと」。
O
照す・:和文集本「てらす」。
O
もとづゑ・:和文集本「もとづえ
O
たづぬれば:・中之島本「みぬれば」。
O
天の原:・中之島本「天津空の原」。
O
いづるてふ・:中之島本「いづるこ
ふ」に見える。
O
日のもと:・和文集本「日の本」。
O
薬・:和文集本「くす
り 」 。
O
蓬・:和文集本「よもぎ」。
O
つみてむ:・手稿本、中之島本「つまら
し」と「つみてむ」を併記する。和文集本「つままし」。
O
反寄:・和文集
本、中之島本「歌」。
O
いつはり・:和文集本「偽り」。
【 語 釈 】
O
あまつひつぎ・:天つ日嗣ぎ。天照大神の系統を受け継ぐこと。
【 注 】
O
「君が代に」の歌・:逢坂は歌枕。「これやこの行くも帰るも別れ
つつ知るも知らぬも逢坂の関」(『後撰集』一
O
八九、『百人一首』)を踏
ま え る 。
O
「われもまた」の歌:・鏡山は歌枕。「鏡山いざたち寄りて見て
ゆかむ年へぬ 身は老いやしぬると 古今 八九九)を踏まえる。
0
「はしおりて」の歌・:老蘇は歌枕。「変わりゆく鏡の影をみるからに老蘇の森の嘆きをぞする」(『金葉集』五九九)を踏まえるか。
O
あしかりおの
こ・:謡曲に「草刈」という作品がある。難波に住む夫婦が貧窮のため後日を誓って別れ、妻は京都に上 。妻はやがて、貴人の乳母となり、従者を伴い夫を尋ねる。そこで茸を売る男と会う。女は夫だ 知るが、夫は零落の身を恥じ姿を隠す。やがて歌を交わして名乗り合い、共 都へ上る。という話である。本文はこの芦刈伝説を意識したものであろう。
O
かきっぱ
たの歌・:『伊勢物語』第九段に「そこ 八橋 いひけ 水ゆく河の蜘妹手なれば、橋 八つわたせるによりでなむ八橋といひける。」とあるのを踏まえたも 。
O
在五中将・:『伊勢物語』の主人公とされる在原業平の
こ と 。
O
ふるき道の記・:未詳。富士がよく見える場所とされているのは因
子の浦(『歌枕歌ことば辞典』角川書底、一九八三)。履軒も自身の『百人一首』の注釈書『百首費々』の「た の浦にうち出 みれば:・」に「コ、ニ至マデハ正陵ニ隔テラレテ富士モ未ミエザリシニコノ浦ニ出テ初テ富士ヲ打望夕ルハエモイハズ面白キナリ」という注を附けている。
O
麻につく
蓬:・「麻の中の蓬」は良い人の感化を受け 轍え。『有子』勧学篇の「蓬は麻の中に生じ、扶えずして直し」に拠る。
O
蓬莱山、読洲山、方丈山:・
F h υ  EU 
司馬遷『史記』始皇本紀に見える。
O
蓬莱仙宮:・白居易「長恨歌」に「昭
陽殿裏恩愛絶、蓬莱宮中日月長」とある。
O
博山香炉・:梁の斎統(昭明太
子)に「銅博山香炉賦」がある(『昭明太子集』巻一)。なお、懐徳堂遺物に履軒が自ら作ったという(『懐徳堂考』下七九頁)楽焼きの博山香炉がある。富士山の形をして頂上部が三峰に分かれている。蓋と身に分かれ、蓋の上部 は香の按ける穴が聞いている(蓋の上部前後部に穴が各一箇所前部(正面) は線上の切れ目が三箇所。一番上の線上の切れ目は穴と繋がる)。サイズ口蓋:縦一六・五個×横二六畑、高さ一
O
価。身日縦二子五個
え〈じり
×横一二個。身に蓋を被せると約五回浮く。口絵参照。なお、『画縞 にも博山香炉について同様の記述が見える。
一一一、
しのぶ摺
*しのぶ摺に関する考証。しのぶ摺の語源は、人目をしのんで密かに染めた
からであるという。同様の内容は『百首第々』の「陸奥のしのふもちすり: ・ 」 の 歌 の 注 に も 見 え る 。
蕨に似たる軒の釣草を「しのぶ」と名づけたるは世
*(古)(上)
の ら ん
rなめり。ひとつ葉似たるふるき軒ば、垣のうへ
*一*{以
などにおほる草を「しのぶ」といふは『和名紗』この
( 縁 )
いに~丸一がまりたることなれど、摺にはゑんなしゃ。
{古)いにしへ、
陸奥信夫郡より、
2言)
この布を貢せしといふ
(跡形)(空言)(信夫)
はあとかたもなきそらごととかや。しのぶ郡にて石の
(摺){言)(僻事}(聞)
面にてすりたりといふもひがこ なりときく。軒のし
{摺)(言)(悩)
のぶ草の形をすりたりといふはこの解説になやみて、
(巡)(担}{出}
いろいろ思ひめぐらして、ゃうやうとになひいだ た
そも児のわがくっの底なすも
( 摺 )
のを、何の見どころありて、衣の紋にすりなさん は。
{種々 ){束)
されば、このくさぐさは、皆しのぶ摺には用なし。引っか
〈 流 )
ねて西の海にながしやるべし。ることにこそありけれ。
す
，r.;.. 
て
き2 か
ぬむつ
をて
染 草
むの
る名
lこに
はよき
色り
のた
汁る
かのしのぶ摺てふものは、
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ことにはあらずかし。
(湛)(衣)
を蜜にたたへてきぬを漬ひたして色をなすを
(言}(衣)(敷)
といふ。板の上にきぬをしきて 木草の葉にまれ、花
(押)(摺)
にまれ、其上よりおさへてすりつけて紋を
(言)(押)(込)〈言)
といふ。おしこめてい ば、
「 染 」「 摺 」
皆「染」なり。今の世に
(言){知)
華布を染るは「摺」なれども「摺」とはいはぬにてしる
(押)(込)(言)
べし。是よりは、おしこめて「染」もていふベ 。
いでや、狩衣は礼服ならね、行幸、御幸などの御供
(殊)(尽)
ことに引つくろひて美をつくし
* 
につかうまつるには、
( 飾 )
てかざることなり。其外、模、斎会なども晴がましき
(皆)(然){種々 )
あたりはみなしか 若草摺、遠山摺 くさぐさ
( 多 )
の名おほくあるべ 。もとより格式なき服なれば、花
(万々 )
にまれ、烏にまれ、よろづよろづ思ひに染出すことな
(業){型}
り。かかるわざは其板 かたをち ばめ、あるは紙を
(昼)(刻)'(業}
たたみて形をきざみ、又 糊を用ひなど、これを身のわざ
(得){簸)
なしゑがたしゃ。
とする人ならでは
{辺)
内わたりには染殿あり。染坊あり。
(学)(軽)
などは其まねびもあるや。かろき公達、殿上人などは{如何}{設)いかでさるまうけのあるべきやは。お氏やかの儀式に
(持)(出)(染)
っきてこそ、きともていでて染坊などにてそめけれ、{私)(章子)わたくしの狩衣は家ど じ、女わらはベの手まさぐり
{済)(簸}
にてことすむべし。いとむつかしげな わざはあらず
o
h型)(緯)(良)
かたよ、糊よとひしめくことはなく だ色よき草木
(採){押)(伏){摺)
の花や葉をとりて、お ふせてすり そむ こと
{ 混 )
青き赤き黄なる紫うちまじりてみだれにみだれ
親 王 、
大臣の家
れ ば 、
ぬべし。
( 咲 }
花もさかず、
( 飛 )
鳥もとばず、この葉の形だにも{持}(出)(仰)
なし。その染坊などにもていでず人にもおほせず、た
(私)(密)(染)*
だわたくしにみそかにそむる故にぞ「しのぶ摺」とは(言){業)いふなりけり 今 世にてはかかるわざを「手染」と
(言)(うた)*(陸奥)(冠)
なん め 。一骨にてしのぶ みちのく かう らせ
{冠)*(同)
若紫に春日野をかうぶらせたるとおなじかる
たるは、ベ し 。
(乱)(言)
もじずりとは其みだれのねぢれもぢれたるをいふな
(昔){言)
り。文字にあらず。されどこれはむかしより人のいへ
{珍}(漏)めづらしからずとて、ここにはもら
マaz υ  
ることなれば、せるなるべし。
【 校 異 】
O
ひとつ葉:・和文集本「に」を挿入し、「ひとつ楽に」にする。
O
おほる:・中之島本「おほけ」に見える。
O
和名紗:・中之島本「和名抄」。
O
ならね:・中之島本「ならぬ」。
O
っかうまつる:・中之島本「っかうまつ」。
O
とは・:和文集本「と」。
O
寄・ :中之島本「歌」。
【 注 】
O
しのぶ:・「陸奥のしのぶもじずり誰ゆゑに乱れむと思ふ我れなら
なくに」(『古今集』恋四、『百人一首』)参照。
O
『和名紗』・:『和名類
しのぶぐさ
緊抄』巻二十に、「垣衣。『本草』云、垣衣、一名烏韮。和名之乃布久佐」
とある。
O
若紫に春日野をかうぶらせたる:・『伊勢物語』第一段に「春日
野の若紫のすり衣しのぶのみだれ限りしられず」という歌が見える。
一一一、しがらみ
*恋物語。履軒の女性観が窺える。『老婆心』手稿本(巻子本)にも「しがら
み」が附されている。ただし、これは後人の抄である。仮名と漢字の違いが多数見られる他、言い回しが違う箇所が若干ある。本稿の校異では、言い回しの違いのみ挙げた。その他、新国文庫には『しがらみ」がある。天生{中井木菟麻目)の践が別紙にて附されている。校異は省いた
(良)(持)*
筑前守なりける人よき子をもてり。次郎なりける。
(万)(才)(高){殊)*よろづのことにざへたかし。ことに文の道には妙にし
{技}(長)(諸右)*
て、武のわざにたけたり。もろもろかれが師たる人、{三年}(皆)*(俸)*みとせの後は、みな文簿をささげてかれが弟子となり
(田舎)(良)(暫}(都)
ぬ。ゐなかにはよき友 ければ、しば とてみやこに
(上){頃}(高)(珍)*のぼりける。年ごろ誉れはたかしめづらしとて、公達
{数多)(訪)(来){作)(詠)(夜昼)
などあまたとぶらひきて、文つくり歌よみなどよるひる
(無)*(集)(困){適}
となうつどひしに、ややこうじにたるや、は 心に な
*(損}
ふ友も かりけるが、一月ばかりして心地そこな り
{健)(一人)(読
とて、引こもり居て、ひとり文よみて、人には見えざ
*(方)(章)(速)
りける。タっかたには、いつもわらはベつれて、ここ
(古)(尋)(歩}
かしこにふるき跡ど をたづねて、独ありきをなんしけ り 。
(暮)(みかはみづ}(流)(辿)(辿}(上)
あるタぐれ、御溝水のながれをたどるたどるのぼ
(降)(傍){下)
りいきけるに、時雨ふりたり。 はらなる軒のした
{暫}(休)(地){紅葉)
にしばし立やすらひ に、築ひぢの内よ 、もみぢ葉
(多)(流)(田舎)(知)
おほくながれ出たり。ゐなか は見もしらぬいと大き
(木)(燃)(目隊)
やかなるこの葉の火のもゆるやうな め れもせず勺がめゐた 、其中の一葉 文字あるやうに見え
(掻)(寄)
杖もでかきよせて見れば、
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れ ば 、
歌なり。
( 葉
紅葉ばの
さ2 なs
だεが也
めれ
なの
き末
世よ
の
し、茄
淵か包
瀬な
か2 ら
なe ん
し
も
(傾}(際}
うちかたぶきて思ふに 「これは君 寵あるきは はあ
{囚)(如}*(閉)(込)(我)
らじを、とらはれ人のごと心ならずとぢこめられてわが
{深)(嘆)(漫)
身の行末 ふ うなげきたるにもや」とそぞろにあは
(言)(方)(都)
文其手のいみじさはいはんかたなし。「みやこ
れなり。
{都
とかくするほどに世中穏かならず、みやこには東宮(騒)*(出)**(兵)(起)*
のさはぎいできて、国々もつはものおこりぬ。かうの殿
(解){上)
は任とけてのぼらんとするに、俄かに将み訴)してそこ
(亡)*(兄)
にうせ給ひし。このかみは主上の御供に仏以う九ケり
(近江){如何)
て、あふみの国にときこゆ。こはいかにせんとて、ま
{上)(隠)}{頃}
づ母うへを山深き寺 かくしつ 年三ろ祈の師なりけ
*(安)
る房なれば、是 心やすし。今は独身になりたれば、「い
{様)(窺)
でや都のやうをもうかがひみん」とて、い
I P
びて
{上}(渡)(導)のぼりぬ。桂川のわたりしるべなる家に忍びおりけ 。
*(例)(忍)(歩){止)
かかる時しもれいのしのびありきはやまざりけり。
(女}(習}(得)(殿}
のをんなはかくまでならひゑたるにや」と目もはなれ
(置)(押)(拭)(懐){入)
ず き処はなし、やを おしのごひて、ふところにいれ
(拾)(自}{書)
ぬ。さらに外の一葉をひろひて、みづから歌かきて引
(包)(地)(歩)つつみ、築ひぢの蔭にあゆみより、かの昆寄山とおぼ
(投){入)
しきあ りになげ れて帰りぬ。その歌は、
(みかはみづ)御溝水
(栂)(待}しがらみかけてまちて見む
(紅葉)(流){寄)
そのもみぢ葉のながれよるやと
*(担行
)(45
ある日北山寺にて仏名しけるに、いきであひたり。さ
(眺)(歩)*
てここかしことながめありく。あふきるさの中に、(一人)(女){衣}(深)(被)(後}ひとりのをんなきぬふかうかづきて、次郎があとに(先)速)立)(怪)さきにつれだちたらんやうにぞありける。「あゃしゃ(都)知)(頃)*{若みやこの内には相しれる人もなきを、年ごろわかけれ、(徒){持)(問}あだし心もたねば、こととふべき女あらんやは」とは
(違)*(告)
思ひつつ、「もし人たがへならばそれとつげまほしう
*{彼)(言){念)(後)(着)*
なをかれよりものいふまで」とねんじてあとに きて(行}(彼)(願)(すぐ)ゆくめり。かれはたかへりみがちにて、 野の森過る
(頃}(暮)(気}{念)
ころは日もくれ か 、人けもなか ければ ね
(姥)(呼)(止)(見)(知}
じわびて「やや」と びとどめて、「みもし ぬ人の、
(顧){違)
なぞやかへりみがちにしたまふらん。門た へたまは
*{便)*{己}
んはびんな るべし。おのれをば誰と見給ふにや、か片端){明)(言){顔){赤)たはしあかさせたまへ」といふに、女かほうちあ め
(うらベ)(知何)(知)
て、「卜部にはあらず、いかでしらぬ君が名をさ ん
(自)
や。みづからは人を尋るものにてさむ ふ。されば、
{多){一人)(尋){巡)
かく人おほきあたりは物ぐるほしう、ひとり づねめぐ
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(顔形){如何様)
りさむらふなり。」「それはかほかたちいかさまにおは
( 尋 )
しますにや。名を何とたづぬぺきにや」と時ふに「さ
(見}(砕
ればとよ、名も知らず、影だにもみぬ人に心をくだく
(然)(如何)(見知)
にてさむらふよ。」「しからば、いかで何がし みしり
(今日)(多)
たらんやうにはしたまふぞ。」「けふなんおほくの人を
(一人)(御事)*{言)
見そなはし給ふるに ひとりおことのみよく物をもいふ
* 
べく、いと心ありげ 見え せたまふ。なをかかる友
(少}*(訴)
千鳥もはたすくなからじをひたすらにうち出てうたへ
(止)*
奉らんとてなん、しばしば立ど りはしたりけれど{如何){多)(慎)いかにせ 、おほくの人目のつつましさ なん」とう
(背){言}
ちそむけていふ。
(哀)(何)
次郎いよよあはれに思ひなりて、「それはなにをか(尋)(種)(智)*
たづねくさにはすべき。玉のかんざしにでもあらば、
(諮)出)*限仕
かたりいでたまへば、さらば命を ぎり 宮っかへな
(智)(みかはみづ)(
し奉らん。」「かんざしはなけれど、 だ御溝水のし
情)(訊)(言}
がらみとたづねたまごと ふ。
{ 当 )
次郎是を聞て、きと胸にあたりてければ、「それこ 、
(易)*{和)
いとしもやすき。まず御心をのどめて待たまへ。さら
{一生){紅葉)(言)
ば君はいちしゃう流れの末のもみぢ葉よ」などいひけ
{女)(驚)(如何)(悲}
れば、をんなうちおどろきて、「あやし。いかでかなし
*(不思議)(
き淵瀬をしろしめしけん。あらふしぎや」とてさしう傭){添){気配)つぶ 、さらに物思ひのそひたるけはひぞする
(櫛)*(如何)
やがて、「其しがらみをゐ(給?)て奉らんにはいかば
{仕)*(微笑)(言}
かりの宮づかへをしたま んや」とうちほほゑみていひ
{恥)(磐手)*(遺){隠)
ければ、「あな、はづか ゃ。いはでの森にはひかくれ
{ 立 }
まほしきを かの時より神仏に願たてたる は、た
(欠)(片)*(出}
とひ鼻はかけたりとも かた目慣 吐 だしたりとも、
(屈)*{栂)
老かがまりてゑひなすとも、ただこの がらみを引あ
(如何)(丸屋)**{遺)(入)
はせたまへ。いかなる麗 まろやにもはひいりて其北
(夜昼){誓)
の方とならんと、よるひ ち ひにしものを、 まさ
{包)(隠}{悪)
らにつつみかくすべくもあらずかし。また、人わろし
(如何)(誓)(背)
とてもいかでこのちか を露そむくべきや」といと心
( 言 )
清くいひけり。
(哀)*
次郎はたあはれまさりて、
(懐)ふところより、
(紅葉}
かのもみぢ
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{ 如 何 }
葉をとり出して、「是はいかに」女は膚の守り
(解)(情){出)(疑}*
をときてしがらみをいだしたりけり。「さてはうたがふ
(天地)(結){定)
べくもあらぬあめっちの神のむすびさだめたまひし契
{女}
なりけり」と、次郎は始めて心ときめきしけり。をんな
(現)(上){倒)(伏)(泣)
はうっし心もなく土のうへにたうれふ て、た なき
(泣){年頃)(ねがひ}(たちまち)(適)(目)
になきゐた 。としごろの願忽にかなひ、まのあ
(栂)*{恭}
たりしがらみにかかりたれば、神仏のかたじけなさに
(騒}(魂)(歎)(失)
心さはぎして、玉のち うせたるにぞありけらし。「う
(楽)*
れし。たのし」などはいまだ思ひもか一けず し。やや
{抱)(起)(払)*(衣)
といだきおこして梧の砂 らひ、きぬ引あけて袖して
{拭)*{輝)
涙おしのごひまいらせたるに、弓張の月影にかがやき
(類)(清){貴)*
て、たぐひなうきょらにあでやかなり。そこ 草葉の
(取}(入)(魂){返}{来)
露とりて口にい などするほどに 玉の へ きませ
(早)(打)(解){顔)
るにか、ゃうやう人心つき り。はや ちと がほに
(依){言)
ゅうゅうと肩の上によりかかり はゑもいはずらう
と い ふ 。
たげなり。
「 さ ら ば 、
( 去 )
ただちにゐていぬベし。
( 街 )
君がやどりにて
(同胞)(陸)
尋ねまどひやはせぬ。はらからはむつまじくて心ばへ(良)(自)*{頑)(言)よかりけれど、みづからがあまりかたくなにて人のいひ
*(聞)(入}(腹立)(何処)(如何)
ごとをききい ぬとて、は たちて、『いづこいかなる{似非男}(頑)*{盗)(去)ゑせおのこな とも、このかたくなをぬすみていねか
会乙(見}(尋)
一日ふた日みえぬとてさしもたづとて、次郎に手をひかれて、か
{故)*{尋)
「ふる郷の宿の妻がたづね
し』などむつ れば、ぬるまではあらじを」
{忍){至)
のしのぶの宿にいたりぬ。{上)*(端然)のぼり に、はし く行あひてゐて来りし」など、こ
(主){喜)*(様
しらへければ、あるじこと 外によろこぼ て、さま)々*ざまに心を尽 てかしづきすえたり
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氏長者より使者参れり。
四五日ありて、「北国の凶徒
{ 為 )
諒罰のため丹波丹後 軍勢三千余騎召寄 れ共、
〈 欠 )
諸方の手っかひに因て、大将 事をか たり。誉れあらんもの閑居逸遊 時節にあらず。
当時
武略の
且は君に対
し奉りてその懐れあるべきものをや。急ぎ馳下りて、
( み ぎ ょ う し よ ) * { 下 )
一方平均の功を励むべき者なり」と御教書くだれ 。
この日、上野援になりてやがて打立けるが諸処の戦
(幾)*(・尽)いく程もあらぬに北国ことごとく撃平ら
(向)(陸奥
それより東国にむかひてみちのくまで撃したがへ
(赴)*{毎}
て帰陣せり。其後また西国南海におもむき、度ごとに
(段々 )
大功を立たりければ、だむだむ昇進して、三位右大将
{並)(者)(紅葉)
になりて、世のおぼえならぶものなし。かの みぢ葉
(良)(柵)*
もよきしがらみにかかりて右大将の北の方と仰がれ、(同胞){誇}{男)*(往はらからもろともに栄耀にほこれり。お 子もみはし){持)(万)(みかはみづ}らもてり。 ろづ心ゆく御溝水に ぞありける。およ
(誠)(深)*
心あだあだしからでまことのふかきぞ何事に
に利を得て、
lアもそ
まs 女
さg は
る
し
と
か
や
【 校 異 】
0
・もてり:・『老婆心』附録「もてりける」。
O
には :・中之島本「は」
な し 。
O
かれが:・和文集本、中之島本「が」なし。
O
文簿:・『老婆心』附
みようぷ
録「名簿」。名簿は、弟子入りする時に師匠に渡す名札。
O
かれが・:『老
婆心』附録なし。
O
めづらし:・中之島本なし。
O
となう・:『老婆心』附録
な し 。
O
もなかりけるが・ 和文集本「となりけるが」。中之島本「もなか
り け り 」 。
O
心ならず:・『老婆心』附録なし。
O
いできて:・『老婆心』附
録「いできたり」。
O
国々 :・中之島本「国に」。
O
うせ給ひし:・和文集本「み
を給ひし」。中之島本「うせ給ひ」。『老婆心』附録「うせたまひぬ」。
O
な
りける房なれば・:『老婆心』附録「の房なりければ」
O
かかる時:・中之
島本「かか時」。
O
仏名・:和文集本「仙名」。
O
あふきるさ・:『老婆心』附
録「にあふさきるさ」。
O
年ごろ:・中之島本「年こそ」に見える。
O
なら
ば:・『老婆心』附録「ならませば」。
O
なを:・中之島本「なぜ」。
O
っきて
:・中之島本「つれて」に見える。
O
たまはんは:・『老婆心』附録「はばい
と 」 。
O
びんなかる・:中之島本「びんなる」。
O
おはしますにや・:中之島本
「おはしまけにや」に見える。
O
心ありげ:・中之島本「心あたりげ」。
0
はたすくなからじ:・手稿本「おほかるべき」を見せ消ちして右に「はたすかなからじ」と書く。中之島本も「はたすか からじ」と見える。和文集本は「か」を見せ消ちにして「く」に直す。ここでは、和文集本に従う。O
けれど・:和文集本「けんど」。
O
たまへば:・『老婆心』附録「たまへ」。
O
やすき・:『老婆心』附録「やすき事なれ」。
O
しろしめしけん:・中之島
本「しろしめけん 。
O
其しがらみ:・手稿本、中之島本「しがみ」。和文集
本は右に「ら」を補う。ここでは和文集により ら」を補う。
O
したまは
んや・:手稿本は「は」が「ふ」に見えるが「ハ」だと思われる 和文集本は「ふ」を見せ消ちにして「 」に直す。中之島本「したまふんや」。『老婆心』附録「したまふらむや」
O
かた目:・『老婆心』附録「かた目は」。
O
老かがまりて:・『老婆心』附録「腰は老かがまりて」。
O
にも:・『老婆
心』附録「なりとも」。
O
あはれ:・中之島本「あつれ」に見える。
O
うた
がふ・:中之島本「かたがふ」。
O
しがらみに・:和文集本「しがらみぞ」。
O
かけずかし:・『老婆心』附録 かけざり らし」。
O
はらひ:・『老婆心』
附録「うちはらひ」。
O
月影:・手稿本、中之島本「目影」。和文集本によっ
て「月影」に直す。
O
そこら:・手稿本「そこら」か「そこに」か不明確。
和文集本「そこら」。 そこに」。
O
かたくな:・中之島本「かたけ
な」に見える。
O
あまり:・『老婆心』附録なし、下の「人の」が「あまり
人 の 。
O
いひごと・:和文集本「いろごと」。
O
ふる郷・:中之島本「ふるさ
と 」 。
O
しに・:『老婆心』附録「たるに」。
O
よろこぽひて:・『老婆心』附
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録「よろこぽて」。
O
尽して:・中之島本「つくして」。
O
たれ共・:中之島本
「たれども」。『老婆心』附録「たりといへども」。
O
かきたり:・『老婆心』
附録「かきぬ」。
O
あらんもの・:和文集本「あらんとの」。中之島本「あか
んもの」に見える。
O
諸処:・中之島本「諾所」。
O
いく程:・『老婆心』附
録「いまだいく程」
O
おもむき・:『老婆心』附録「おもむく其」。
O
しが
らみに・:中之島本「しがらに」。
O
おの子:・『老婆心』附録「おのこ子」。
O
ふかきぞ:・中之島本「ふかきに」。【 語 釈 】
O
しがらみ・:「山川に風のかけたるしがらみは流れもあへぬ紅葉
なりけり」(『古今集』三
O
三、『百人一首』)。
O
毘衛山:・中国の伝説の
神山。西方にあり、仙女西王母が住むとされた
O
かうの殿・:かんの殿に
同じ。長官のこと。
O
仏 名 : ・ 儲 悔 。
O
あふきるさ:・「あふさきるさ」(物
事がうまくいかないこと)の誤りであろう(校異参照)。
O
お こ と ・ : 御 事 。
あ な た 。
O
手っかひ・ :配備。
O
御教書:・みぎようしょ。将軍の発する命令
書 。【 注 】
O
〔主人公の上京、引きこもり〕・:あるいは履軒自身の経験を踏ま
えるか。履軒は明和三年(一七六六)、京都の高辻卿の賓師として、一年間
らくぜいけいのう
京都に滞在した。その時の様子が『洛洞実嚢』という詩文集にまとめられているが、京都での孤独と故郷への思いを詠うものがほと どである。
O
藍のまろや:・芦の丸屋。 ばら屋のことであるが、履軒『百首賞賛』「タされば」の歌の注に説明がある。それによる 、柱を上で合わせて円錐状に組み合わせた掘立て小屋 、地面に接する部分が円形で ることから丸屋と呼ぶと言う。
O
東宮のさはぎ:・史実で指すものがあるかどうか未詳。
O
玉のかんざし:・白居易「長恨歌」で、天上の楊貴担が玄宗に黄金の替(金
叙)を割いて与える話を踏まえるか。
O
いはで・:磐手。歌枕。「言はで」と
掛けて用いられる。
〔土日〕*(錯){深)
むかし初瀬に
v」もりける女ありけり。物思ひやふか
(菜){繍)(汲)*(初}(夜昼)(祈)
かりけん、なつみ水くみ、冬のはじめより、よ ひるいの
{我){願
りけるが、春の末にまかでける。わがねがひのおぼつ
(常){兄人)(哀)
かなさにや、つねに物思ひがちなる 、家のせうとあは
(思}(いで}*
れにおもひて、ある朝 出がてに、そのゐたる処をさ
(覗)(引)(乱)(独)(向}
しのぞきてみれば、櫛笥ひきみだして、ひとり鏡にむか
{引)(寄)
ひてうち涙ぐみゐたるが 硯ひきよせ 何やらん手習
(外面)(足音)
ふやうになん。そともに人のあしおとのしければ、や
(隠)(裏)
がて引かくして鏡のうらにさしいれつ。さて、友ど
{紡)(来)(方)*{後)
のとぶらひきにけると聞て、母屋のかたに出けるあと
(裏}{取){出}{見)
にて、かの鏡のうらなるものをとりいでみれば、
{重)(番}
けなくここ しこうちかさねか たるうちに
一 四 、
くれなゐ
*恋を題材にした歌物語。迷信を暴く。
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し
ど
墨っき
{辿)*(うた〉主一}
たどられたる一骨ひとつありけり。
{ 嘆 )
なげきっつ
て}~
と-い会
す筋のむ
ぢ)り
し2 し
るs 山
き の
髪か甫
のひき
い(や
と腸な
ゆ炎く*
ふ)
くか白
かきぎe
きり
そ蓄な
け 42
そはさ
れ
思
て〉
な
り
て
やがて其末にちひさ
一筋は
(抜)(隠)ぬきてもかくせ
く(ふ(
れ』たこ
な叫す筋
ゐ)じ)
のを
糸
結ばざらめや
(暫)(遺)*(言)*
これは、しばしの心やりにとてなん、かくはいひけらし。
(見)・*(同胞)
後に女これをみて心ときめきして、はらからの手を
{見知)(告}(思)
だにもみしらで ひたすらに仏の御つげなりとおぼひ
(上)(押}(貼)*(額)
この歌を櫨のかみにおしはりて朝夕ぬかをつくな
て 、
り
(方)*(騒)(出)
一月ばかりがほど や、その男のかたに、さはぎいで
(鎮)(万)(本意)
ややしづまりて後は、よろづこの女のほいの
(移)*(住)
やがてうつりすみける。されば、いよ
{再)〈諸){復ふたたび初瀬にまうでてかへり
きたり。
よま
た(ま
う尊に
と)な
み*り
奉て
り
て
奏)*(捧)*
まうししけり。ささげ物などはそこら法師ばらの目を(驚)(耐}(簸)(可笑}おどろか けるとぞ。心のうちに たへがたうおかし
{作)*{同胞)(喜)
かりけれど、さらぬ顔つくりて、はらからのよろこび
(糸)*(二措置)(贈)(遺)*
の心ばえに、いとふたむらばかりおくりつかはしぬ。
(包}{上)
其つつみ紙のうへに、
(紅)くれなゐの
神干
のいア
む会と与
す3 むa
びつ号
しま
じ
ちg く
ぎご
りお宮
た事もe
えほ
ずゆ
もる *
{告)*{様)(類)
今の世中に神仏のつげてうことは大ゃうかかるたぐひ
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なるべし。【 校 異 】
O
出がてに・:中之島本「出かけに」に見える。
O
かた・:中之島本
「 う た 」 。
O
たどられ:・中之島本「たどくれ」に見える。
O
寄:・中之島本
「 歌 」 。
O
かひゃなく:・手稿本「かひゃなく」に見える。和文集本、中之
島本「かひゃなぞ」。
O
心やり:・中之島本「川(心?)やか」に見える。
O
いひけらし・:中之島本「いひけるらし」に見える。
O
ときめき・:中之島本
「 と き め れ 」 。
O
おしはり:・中之島本「おしははり」。
O
男のかた:・中之島
本「男かた」。
O
うつり・:中之島本「かへり」。
O
たうとみ:・中之島本「た
うを」に見える。
O
まうでてかへりまうし・:中之島本「まうでかへりまか
し」に見える。
O
そこが:・手稿本不明確。和文集本「そこら」。中之島本
虫食い不明確。ここでは手稿本により推測する。
O
つくりて・:和文集本「つ
く り 」 。
O
心ばえに、いと・:和文集本「心ばえにぞと」。中之島本「心ばえ
に、いとど」。
O
っかはしぬ:・和文集本「つりはすぬ」に見える。
O
おもほゆる・:手稿本は「おもふかな」の「おもほ」を見せ消ちにして、
横に「おもほゆる と書く。和文集本「おもほゆる」。中之島本「おもほゆるかな」。ここでは、和文集本に従う。
O
てう・:中之島本「てふ」。
【 垣 間 釈 】
O
出がてに・:出かねて。
【 注 】
O
初瀬・:現奈良県棲井市にある長谷寺のこと。
O
なつみ水くみ・:功
徳を積むこと。『法華経』観世音菩薩普門品に、修行の方法として「採菜汲水、拾薪設食」とあり、それを踏まえて『拾遺集』には「法華経を我が得し事はたき木 り莱摘み水扱み仕えしぞ得し という歌がある(一三四六 ) 。【解説】懐徳堂は迷信に反対を唱え、また、仏教にも批判的であった。
きざん
履軒の弟子竹島貸山の著書『貸山文稿』中の宇野恋円の話は神のお告げ
を暴く点が「くれなゐ」と共通する。
一五、長き夜*随筆。作品の制作年は未詳だが、履軒が晩年、悩みを抱えながら生きてい
たことが窺える。
( 寝
長き夜のねられぬままに、
(数多)
年ごろあまたの物思ひを
{例)
b c
ねし一どを思ひつづくるに、これはた世のためし
(若){繕)
にて、年わかきほどは、とかくしてつくろひ来ぬるを、
二年){暮}(重)
さりしふたとせの聞は老のくれにとりかさねて、深き
{嘆)(積)*(老)(崩)(動)
なげきをつみにたれば、いよよおひくづれ 、身もうごかず、やがてもともなふべくなん。
白露の
て〉宝
は重る主
ひま巴
まa を
っさか
はこ
れつ
よ
わが袖の上に
( 顔 }
朝がほは
(言){嘆)(暮)
などいひてなげきくらしける。
( 願 )
ど、後の世を露ねがふ心のな れば、
{急)(裁)
き旅衣をいそぎたちもせずかし。
( 惜おしからぬ命にはあれ
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さしあたりで遠
蓬てふ
山
しきは
なむ (
ぬか昔
薬し )
はの
今山
はな
お玉れ
ひど
し、自
で
ず
(言}(尋)
たとひありといふとも、たづぬる心の ければ、よし
(如何}(浮)(流)
ゃいかにも れ、水草のうきて が る年波の今ふた年)(三年)(目}*(三日とせみとせ世に も、まのあ るみか四日すぐる
{同)*弄}
もおなじかるべし。この秋は篠 菊を手まさぐりにし
{ 吸 )
て葉末の露を朝夕すひなどしけるが、
(蘇)
ほどへてよみがへりたらんやうにぞ。
ぎ て 、
や
や
心、
か(地
な必さ 3
ら)は c
ずや
しも菊の力にもあらざめれど徳をおぼせて、
身
を(年
し甲は
ら宮へき
菊)に
のけ
む
露
にう (
ぬ事つ現
れつ )
つな
っき
いつのまに
【 校 異 】
O
うさ:・和文集本「かさ」。
O
あたる・:和文集本「る」を見せ消
ちにして「り」に直す。【 注 】
O
深きなげきをつみにたれば:・相次ぐ妻子の死などを指すか。
O
菊
:・菊の露を飲むと延寿に役立つと考えられ いた。【解説】履軒の晩年の境地履軒は自らの心境を漢詩や和歌で表現している。それらによると、履軒
は晩年、一方で達観を表現しつつ、また一方では迷いを表現して る 達観については、「像語欄戒約」(『弊帯続編』所収)、「掩鼻亭後」(『柚園数記』所収)、『履軒古風』巻四の 酒に関する数編の詩に見える。一方、迷いについては 「酔歌行」(『履軒古風』所収)、『越吟』の和歌に見える。
一六、ねのひ(子の日)
ね
*子の日の夜見た夢を題材にした歌物語。履軒の視点が興味深 (解説参照)。
(ねのひ)(辺)(一){引)(散)子日すと野ベに出て、日ひと日松ひきちらし、(戯)(送){宿}{帰)
ひたはむれ、膳月におくられて、やどりにかへりぬれ
(図)(寝)(更)
ば、いとこうじて、やがてねにけり。夜ふくるままに、
{嬰}(多)(いり)来)(女)
思はずもみどり子らおほく入きたり。おみな子とおぼ
(皆)(着男)
しきは、みな赤き衣をきたり。おのこ子は黒 がちな
(摺)(跡
る。いづれも小松を藍にすり かかる者どもあと
枕}*{図)(口々 )(鴫){罵}
まくらにうちかこみて、くちぐちにさゑづりののしる
(辺)*(蛙)交}(方)(整)
沢ベのかはづの鳴か すやうにぞ大か は舌もとと
(分)(小枝)(
ふらで、聞わくべくもあら 。ある 松のさゑだをし
{執)(後妻打)*(得)
もとにとりて、う なりうちなんす 。「こは心ゑぬも
*(耐)(難)(時)
のかな」といとたへがたくて、うめきけるほどに、夢
(覚)(如何)*(寝)
はさめにけり。 かなる ざ やとねられぬままに、
(恩){巡)(中)
つくづくとお ひめぐらすに、かの声々のうちに、や
(一吉田)(留)
や年のねびたるがい たること 耳の底にとどまりた
(念){出){書){皆)
る、ねんじいだ れて、ほとほとかいつけみれば、
フ;;;:
たむ
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歌
子52
目立あ
すり
とけ
る
(絶*
根をたえぬ
千本の松は
( ちとせ )
何を千年の
と2
し)
そ
よ(
は齢ち芋
ひ)よ色
をの
君始
にと
( 為 )
君がため
( 知 何 )いかなりし{ 千 代 )ちよ万思ひきや常磐なる若松の
さ盆は竺
し、c っす
のねふ
河の
原松
には
き富
え畢
ま自ゐ
のつ積
ら も )
そる *
ふと
今{可
暮さを
をま
μミiii ぺ〉
ぎ。ら
りん
の
(例)(ひく)ためしにや引
ま雪
あつ岳
たと )
らせ
千手し
年きま車
をに
人子主
に日込
ひg か
かな
れ
て
行末を
ひヨちs
かぎご
れ り
ぬて
るし
か
な
み(何
ど緑を
り)まき
をつ
の2 ら
こ。ん
す
* 
今はただ
姫小松
タ畑かも
瀬引言
ぶ露つ語
みれー
すて
ら
し
も
【 校 異 】
O
あとまくら:・中之島本「あとゆくら」。
O
沢べ・:中之島本「沢
辺 」 。
O
いと :・中之島本「は」。
O
わざ・:中之島本「あさ」。
O
たえぬ・ :中
之島本「たたぬ」に見える。
O
つもる:・中之島本「つもるか」。
O
た だ : ・
中之島 だに」。
ぞき白
刀瓦 雪雪
身お
な
り
け
り
亥ηは
わき手芸
がて
し、(ふ
の命
ち)
か
も
【 語 釈 】
O
あとまくら・:寝た時の足もとし心枕もと。
O
うはなりうち・:後妻
打ち。もと、前妻が後妻を打つこと。ここでは非条理な八つ当たりをして叩くことをいうと思われる。
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千宅
年き
を
ふ盆
J、ー
き
か富
れ小
む松
も原
の
と
は
人より先に
森松
のの
く{み{
つ狐ど緑
ね)り)
のの
あ会す会
カジベむ
らも
びな
にく
け
り
ね
【 注 】
O
ねのひ:・正月の初めの子の日にする遊び。野外に出て小松を引き、
若菜を摘んだ。小松引き も言う。子の日に関する和歌は例えば以下のようなものがある。「子の日する野辺に小松 なかりせば千代のためしに何を引かまし」(『拾遺集』二三)、「ゆくすゑも子の日の松のためしには君が千歳を引かむとぞ思ふ」(『拾遺集』二九
O )
。履軒『越吟』にも、子の
日を題材にした歌が数首ある。
わ会
し完か3
で巴し
のと
山 人
にに
や
τ;: It、音
生きは
か三れ
はちつ
る つ
ら
む
【解説】履軒は自らの居宅を夢の園、華膏固と名付け、華膏国王を自任した(冒頭解説参照)。まさに「胡蝶の夢 の世界に遊んだと言える。そこで、
大きな物を小さく見たり、小さな物を大きく見たり、様々な視点から物事を見つめた(四「題三タ図」解説参照)。本篇はその二つの特徴がよく表れた文章と言えよう。
一七、歌のすがた*歌論。内容は、履軒の他の歌論(『百首賓賞』、『遺草合巻』所収「集撰の
さ た 」 ) と 重 な る 。
(真)
『古今集』こそまことの精選にてこそありけれ。そ
{如何){士口}いかにぞやこの集には入けんと思ひたるふる
( 漏 )
この集にもれたる古歌
れ だ に 、歌十首ばかんも。されば、
( 如 何 )
は、いかなる名人なりとも それは糟歌 るべし。『後
(拾){挙)
選』 この糟歌をひろひあげて、この集の柱とすめ
(光)(失)
れば、さばかりの名人もひかりをうしなふわざなりや
(差)(入)(再)
この糟に水をさしいれて、ふたたび
( 頃 )
いつのころにゃありけん、
しa 其
ぼe 世
りの
た歌
るな
酒ど
には
や
あ
ら
ん
「『後選』より後の詞は皆用ゆベし。『古今集』の詞は
(選)串(定}*
今の世によろしきをゑらびて用ゆべし」とさだめ給ひ
(聞){愚)
しときく。おろかなる心にはいとかしこけれど、
これ
(階){違)
はきざはしの一級たがひぬとぞ思ふ。「『万葉集』は今
*(選){選){及)
によろしきをゑらべ。『古今集』はゑらぶにおよばず」
{定}**
とこそさだめ給ふベけれ およそ『古今集』に 』
(多)(皆)(選)
の歌おほく入たり。みな後の世によろしきをゑらび
(載)(選)
てのせたれば、今さらに ぶことはなかるべし。
( 知 }
およそ『古今集』に載たる読人しらずの歌なん、い
(多)*
と妙なる歌おほし。すべて、たくらぶれば名ある人の
(勝){方){古)
歌にまさるかたなり れにはいと るきもあるべし。(所々 )(疑)ところどころに「人麻目、が歌なり」「赤人かな」とうたが
{多)(知)
ひたる裏書もおほかり。『後選』の読人しらずはすべて( 悪 }わろし。『古今集』より後の歌なるべし。これ でも世
(下}(様}(知)
のくだりたるさまをしるべし。いで、かの糟 よ、糟
(言){ころ}(勝)*
とはいへ、およそは『後選 の比の歌よりまさ れば
(頼){甲斐)
柱とたのみしか はありけり。『後選』 後 選集
(方)(趣)*(衰) )
大かたは『後選』の もむけにて次々におとろへくだ
(例)(曲)(下)(如)
るめり。たとへば、清水寺の石壇 がりくだるがごと
(己)(低){望)
一級ごとにおのが身もひきくなり、うちのぞむ山
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し
こみも
には林
は 、 も
い茄やせ公
かg やば5
でやs く
う3 な
かきり
はも
れて
りゆ
。く
そ
れそ
はが *
ベ命中
ちc に
に干『
い言新
ふ古
ベ今
し集
。島=
の
近き御代には選集のこと絶たり。
( 下 }
いづくまでくだるべきや。
これはよくこそ絶
たれ。さらずば、
(崩)*
やくづ て、地の上になりたるものを、
(掘)(穿)(下)(方)
をほり池をうがつならではくだ べきかたなし。
( 滅 )
序歌は今の世にはほろびにけり。いづれの御代にか、
(立)*(訴)(唐)
かかる禁制をたて給ひしゃあ ん。いといぶかし。から
*(言)(言}(殊)*
歌には「比」といひ、「興」といひて こ に貴ぶこと
(言葉)(少)
なるを。枕ことばも今はいとすく し。「足曳の山」「玉
{滅){言)
笥のふた」の外はあらず。これもほろぴたりといふべ
(憎)*
し。縁語は歌の常なるをそれさへにくみ 用ひぬ人も
石壇はは
今さらは井
ありとかや。
{ 喰 }
序もなく枕もせずたとへもあらで、ひたぶる 時が{恩)(述}(直言・徒言}*{言}(唐
おもひのみをのべたるを だこと歌といふめ 。から
(言)(一)(悪)
これを賦といへり。六義のひとつなれば、あし
歌には、
、，
、ー・
(頃}(詠)*
しとは吟ふべからず。されば近ごろの歌よみは
(直言・徒言)*(専)(詠)
ただこ を歌の骨髄なりと思ひてや、も らこれをよみ
(直言・徒言)*
けらし。百首まれ千首まれ、ただことならぬ歌はなし。
*(古)(下)
されど、いにしへ人の序枕にて歌の半を埋みて其しも
(僅)(我}(述)
にはつかにわが思ひをのべたるやうのことなどをも(専)(直言・徒言)*(言)(閲){余)もはらただことにいひいだせば、文字の数あまりて
(足)(言葉)
心たらず。ここにてひ すらにことばを添 三十一字
{満}{足)(無駄) 葉)(多)
にみち す故になん む き おぽくなり
(繰)(言)(閉)(思)
もてゆきて、老のくりご のやうに えて歌ともおも
(多)(古)(言)(伝)
はれぬものぞおほき。そもそもい へよりいひった
*(種}(中){種)(守)(種)
へし六くさのうちにて唯一くさをまもりで五くさを(捨){言)(始)(直言・徒言)*すてよと 誰かいひはじめけむ 又、ただこととは縁
(有){笹川)(関)
語のありな には かはらぬことなるを の縁語を
(憎)*(直言・徒言)*(思}
にくむ人々は、縁語さへなきをただこととおもひ
( 違 )
し。これはさらにことたがへり。
(滅)(初)
序枕のほろびたる其はじめを思ふに題歌の世に内ケ
{難)*
ごりたる故にやあらん。題歌 、序枕 用ひがたし。
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(自)(移}(様)
かくておのづからうつりゆく世のさまにこそ。また思
{ 僻 )
ふに の心の誠てふことを思ひひがみてなん。またも
唐)*(僻){僻)
ろこしの「思無邪」てふことまでをひがみにひがみて、*{違)間たがへたるにもやあるらん。また、女などは舌時に
(詠)(是){巡)(暇)
歌よむをぜにすれば、序枕など思ひめぐらすひまもな
(速)(程)
ことに返し歌などすみやかならでは興もさめぬ
(自){移)おのづから男の口にもうつりぬ
し ゃ 。ベ し 。
かかることも、
べ し 。
{悲){悲}(言)(鰭)(嬉){言)
かなしきをかなしといひ、うれしきをうれしといふ
(取)(回)(我)(述)
に、序枕縁語などとりまはしてよくわが心を べたる
(疎)*(思)
は、すなはちわが誠なるべし。それを誠にうとしとおも
(僻事)(失)
ふはいとひがことなめり。かの誠をうしなふとは世々の七夕天河の歌 る し。それも七夕天河をひきつけ
( 述 )
てわが思ひをのべたるは「比」「輿」の類にて、わが誠
(失)(言)
だにあらば難なかるべし。う なふとはいふべからず。
{ 然 )
「思無邪」もしかり。「思ひ」とは情なり。喜怒哀健愛
*(言)(借)(述)
悪欲を七情といふ。歌は物をかりて思ひをのぶるも
(必){漏)かならず七情にもるることなし。七情なきは
(言}(適}{是)
歌にあらず。今の題歌は題の意をいひかなふるをぜに
『-】*
すれば、時としては七情のうちひとつもなき歌あり。
(如何)(知)(簸)
これはいかなるものにや、しりがたし。
{難}(或)(故事}
穏とはおよそむつかしげなることあるはふることな(取)(入)(言葉)(
どとりいれてそ をかどかどしからず、ことばよくと
)(危)(誉)(言葉)
とのひてあゃうからぬをほむることばなめ 。寒を「さ
(苧吉田)(雪国一)
むし」といひ、熱を「あつし」といふを穏とするには
( 言 )
あらず。今 世にはさしもなきことを ひて、唯その
{言葉)(隠)ことばのなだらかに 耳にさは 穏 名づけてよ万)(誉)(恩)ろづの歌をほむる詞とおもへり。 かる穏の字を的
(昔)(僻)
中むかしの人のひが教へなるべ
れば、
一70 -
かけて人に射さす 、
(従}
この教にしたがふ人の歌はいつにても牛の誕と流
し
る め り 。
{ 若 )
今の世にやんごとなきあたりの御会に年わかき人の
{カ)(入)(良)(担)(出)ちからをいれていとよき歌になひい したらんには、(努)(必){抑出)*かたへの人かならずおさへていださぬこと なん。さ
(経)(高)*(赤)(渡)
年ふり位たかき人々の顔の色のあからびわた
*(良)
らんがいと掃しきなるべし。されば、常々にもよから
(詠)(習)
ぬ歌のかの穏にして難もなきをよみならふを秘伝とす
{始)(詠)*
めり。かかる世にははじめより歌 まぬぞよき。
(援)*
この外に、女ぶりのかすめ歌てふものあり。すべて
(女)(弱身)、(習}をみなはよはよはとしてものごとたどたどしきをなら
(言葉)*(言)
ひとすめり。常のこ ばっきもただかすかにいひさし
(確)*(言){定)(詠)
たしかにはいひもさだめずかし。されば、歌よむにも、(理){明)ことわりあきらかにすがすがしうおさまりたるを(雄々 )(己)(出)おおしき詞とておのが口よりは ちいづべうもあらず。
(隠)*{言)
薄雲の月をかくした んやうにほ にいひかすめた
(良)(思)
るをよしと もへ 。女なればさもあるべきこと こ
{匂)(殊){誘)*(染)
そ。梅花のにほひことに風 さそはれて挟をそむ ば
( 惑 )
かりにて、其木のもとはいづくぞと心まどひす やう
*(優)
なるぞ、かすめ歌 い すぐれたるなめり。
(鍍)(始)
かかるふりは小野小町よりや、はじまりけむ。これ
(皆}(然)(援}
より後の女の歌みなしかなりけり。これを ぷりとて
* 
らでは、
{矯)(良)
心ザのこととて春霞立へだてたるぞいとよかるべき。
(言)(世)(常)
男歌とてはさらにいふべくもあらず。よのつねのこと
{援)(対}(援)
かの女ぶりにむかひては男ぶりとも名づ
(定)
このけぢめをよく思ひてさだめたる人は
{男){混)
ほとほとおのこの歌にもまじ
けな
いきれ
ふど
べも
し、
昔よりなかりしにや。
( 来 )
りきにけり。『後撰』『拾遺集』よりぞ、
*{良)
て盛に吹すさみぬる。また其中によき歌も多かれど、
( 変 }
すべ 歌の風は昔にかは ぬ。ただなだらかに花やぎ
(良)(男)
たるのみをよき歌と思ひけら
1
相聞の歌などはおのこ
{詠)(怪)
のよみたるも女む の歌なれば、かすめたりともけし
(世)(常)(惜)
うはあらじを、よのつねの歌 はいと口おしかるべし。
(ころ){憎)(見)
其比にても西行法師一人はこ 風にくみたりとみえた
この風世を逐
唱
EA
勾S
り
{ 憎 )
文、近き世に縁語をにくむてふ歌人はもとこのかす
{避)(良}
め歌をさけたるはいと けれど 世 常 縁語までを(悪}(払}(捨}*{頑)あししとてはらひすてたるはいとかたくなしきや。か
(一転}(転)
すめは縁語のひところびころび ものにて、お づ
( 言 )
ら其けぢめあるべきを、ひたすらにいふべきことかは。
(好)(好)(僧)
縁語をこのむ人はこのむに溺れ、にくむ人はにくむに(流)(良){波}(渡)(少)*ながれ、中筋なるよきわたり瀬はわたる人ぞすくなき。
*{確)(男
「立わかれいなばの山」は縁語にてたしかなるおのこ歌なり。「わが身世にふるながか」はを以がじ伊のか
{二)(立)(諸々 )(
め歌なり。このふたつをおしたててもろもろの歌をか考)(紛}うがへば、そのけぢめは誰にでもまぎるるまじきにぞ。
(援)(避)
ただ女は女ぶりを守るべし。男 これをさけた
( 良 )
ぞ よ き 。
*以下、手稿本は貼り紙して足す。
(皆)(言)*
心ある人々にはみないへりけるは『新葉集』
{世身)
とめでたき選なれ。この前のよよの代々の選には る
(勝)(言葉)(誰)(誰)
かにまされりとなん。このことばにはたれもたれもう
(違}{当)
ちなびきてたがふべくもあらぬを、されどまたあ ら
(優)(帝)
ぬことこそありけれ。歌のすぐれたるとは建武のみかど
{帝)
このみかどは英才ましまして、
こそい
の御製にこそあなれ。
(下}{染)
くだれる世の風にそまず、
( 帰 }
ちかへりたまひぬ。されば、
(肝){消){優)
きもをけして、「こはすぐれたる集なり」と思ふなり。
(優}(帝)(御子
すぐれたるはこのみかど御一人なめり。その外はみこ
(始}(皆)(下)(姿)
たちをはじめて、みなくだれる世のすがたなめり。大(方)(みかど){良かたは牛の涯にこそ。されば、御門の御歌のよきのみ
{ 良 )
ぞ、集のよきにはあらずかし。
**(姿)
遠く延喜以上のすがたにた
これを見奉りたる人は皆
【 校 異 】
O
よろしき・:手稿本、中之島本「よろし」。和文集本は右に「き」
を補う。ここでは和文集本に従う
JO
給 :・中之島本「ぬ」。
O
さだめ給ふ
ペけれ・:手稿本「さめ給ふベけれ」。和文集本は右に「だ」を補い「さだめ給ふペけれ」にする。中之島 「さめ給ふベければ」。ここでは和文集本に従う。
O
まされれば・:中之島本「まされるは」。
O
次々に:・中之島本
「 次 々 に は 」 。
O
そが・:中之島本「その」。
O
ベちに:・手稿本では「古今集
にて」を見せ消ちにして直 。
O
くずれて:・各本「くずきて」に見えるが、
内容から「くずれて」 する。
O
たて給ひし・:中之島本「たてぬひし」。
O
貴ぶ:・和文集本「貴とぶ」。
O
にくみて:・中之島本なし。
O
をただこと
歌:・中之島本 ただ」なし。
O
されど:・中之島本「されば」。
O
いひっ
たへし :中之島本「いひ こ 」。
O
人々:・中之島本「人ら」。
O
聞 ・ : 中 之
島本「きき」。
O
うとし・:中之島本「ことし」。
O
さらでは:・中之島本「さ
ぞては」に見える
O
たかき:・中之島本「貴き」。
O
常々にも・:中之島本
「 常 に に も 」 。
O
常のことば・:中之島本「常ののとば」。
O
扶 ・ : 和 文 集 本 「 袖 」 。
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O
かすめ歌・:中之島本は「かすめ」と「歌」の聞に「る」があるが訂正し
て い る 。
O
また・:中之島本なし。
O
はらひすてたる:・中之島本「はらひま
け た る 」
O
中筋なる・:中之島本「中筋なり」。
O
ぞすくなき・:中之島本「う
す く な き 」 。
O
よよの代々の:・和文集本「代々の」を見せ消ちにして「代
々の」に直す。
O
遠く:・中之島本「遠くなれ」。
【 語 釈 】
O
たくらぶれば・:くらべれば。
【 注 】
O
から歌には「比」:・『詩経』の風・雅・煩、賦・比・輿を六義と
いう。風・雅・煩は、詩の性質・内容からいい、賦・比・輿は詩の表現・修辞の上からいう。賦 その事を直叙するのを 比は物に比方していうのを い、興は事を物に託していうのをいう。六義は『詩経』序に説明があるが、その影響で『古今集』仮名序でも歌を六種に分類している。六義と六種とが対応すると 説もあるが、履軒は対応しな と考え た(『古今二微』「六種微」)。
O
近ごろの歌よみ・:小沢草庵らを言うか。
O
ただこと:・直言・徒言。物にたとえず、ありのままに詠むこと。前々注、六種の一つ。
O
文字の数あまりて心たらず・:『古今集』仮名序の在原業平
評に「そ 心あまりて 葉たらず」というのを参照。履軒は、この標語は庭めた言い方 とし、「こ ばすくなくして、こころあまりあり (余韻がある)と直すべきだ 言う(『古今二微』「六仙微」)
O
題歌には、序枕は
用ひがたし・ :未詳。
O
もろこしの「思無邪」・:『論語』為政篇で、孔子は
砂
A m
・』 'レ含
A '
『詩経』を一言で言うと「思い邪無し」だと一一吉守主「恩無邪」は『詩経』魯煩、朝篇に見えるが、 こでは「思」は助字。
O
七情・:『礼記』礼運篇
に見える。七情を歌の本質とするこの前後の は履軒の歌に対する考えを端的に表現してい 。「集撰のさた」(『遺草合巻』)にも、同様の論が
見える。
O
〔題歌には情が見られないとの説〕:・「集撰のさた」(『遺草
合巻』)にも、同様の論が詳しく見える。
O
はじめより歌よまぬぞよき・:
以上、履軒の当時の和歌界に対する痛烈な批判である。
O
かすめ歌:・「か
すめ」は 『百首賛々』で「掠め」という字を当ててい 履軒は、はっきりせず、遠回しに表現する歌をかすめ歌と呼んでいる。かすめ歌は女の歌としては評価できるが、男 歌では相聞歌以外は認められないと履軒言う。以下、『百首費々』に見える用例。九「花の色は・:」の歌(小野小町)。「抑女ハ何事ニヨラズナダラカニヤサシキヲ宗トスレパ歌モ只ナダラカニイヒツマケテ男歌ノ如クヒシ貼トイヒカタメタルヲ嫌フナリ。故事ヲ用ルモサシテソレトモ聞エヌヤウニ少ヅミ言ヒ掠メテ其意ヲ思ハスルナリ。.サテ小町ハ女歌ノ最上ニテ言ヒ掠メノ元祖ト云ベシ」。*ここに「歌のすがた」「かすめ歌」の内容がそのまま見える。「言い掠め」という言い方に注目。六
O
「いく野ハ往野ヲ掠タルナリ」。七四「初瀬に始テイヒヨル心
ヲ掠メタリ・:コレハ女流ノ掠メ歌ニナラヒタルナリ」。九六「花さそふ・:」の歌。「コレハ言掠メノ甚シキ ナリ」。九七「こぬ人を・:」の歌。「コレハ我女ニナリテ詠タル歌ナリ。掠タリトモ苦カラズ」。一
OO
「百敷やふ
るき軒端・:」の歌。「コレモ掠メ歌ナリ。ヨキコトニ非 :・」。*:・以下、男歌に改めているのが興味深い。
O
立わかれいなぱの山・:在原業平「立ち
別れいなばの山の峯におふるまっとし聞かば今かへりこむ」(『古今集』三 六 五 ) 。
O
わが身世にふるながめ:・小野小町「花の色はうつりにけりな
いたづらにわが身世にふるながめせしまに」(『古今集』一二三 なお「集撰のさた」(『遺草合巻』)にも、かすめ歌について本書と同様の論が見 え る 。
O
『新葉集』:・「集撰のさた」(『遺草合巻』)にも、『新葉集』
について同様の論が見える。「建武のみかど」とは後醍醐天皇のこと。。延 喜 : ・ 九
O
一1
九二三年。『古今集』のできた時代。
内d勾4
【解説】履軒には『古今二微』という著作もある。『古今集』仮名序の六種と六歌仙について自らの疑問を提示している。六種(そえ歌、かぞえ歌、なずらえ歌、たとえ歌、ただごと歌、祝い歌)については、中国の六義(風賦比輿雅煩)とは対応関係はないという説を主張し、六歌仙については在原業平と小野小町の評価について異議を唱えている。
一八、かすめ歌*評論に創作を付す。内容は「歌のすがた」と重なる。かすめ歌については
一七「歌のすがた」の注を参照されたい。
( 援 )
中昔より女ぶりのかすめ歌てふものあり。すべて女
(弱々 )(習)
はよはよはとして物ごとたどたどしきやうなるをな
(言葉)(言}*
ひと すめり。常のことばっきもただかすか いひさし
(確)(言)(定)
たるやうにて、たしかにはいひもさだめずかし。され
(詠)(理)(明)(言)
ば、歌よむにもことわりあきらかにしかじか いひお
(雄々 )(恐)(言}
さめたるをおおしき詞よとておそれて口よりはいひ{出)(隠)いだすべうもあらず。ただ薄雲の月をかくし らんや
(言)(良)
ほのかにいひかすめたるをよしと思へり。女な
*(匂)(殊)
梅の花のにほひことに
う に 、ればさもあるべきことにこそ。
{誘)(染)
風にさそはれて袖にしむばかりにて、
{ 惑 )
くぞと心まどひするやうなるは すめ歌の最上なるべ
其木の本はいづ
し
( 言 )
その風は小野小町を祖とやいふべき。この後
(皆)(然)(援)(別)
の女の歌はみなしかなり。これ女ぶりとてべちのこと
{良)(分){定)
とせばいとよからんを、このわかちを思ひさだめたる
(背)*(男)
人、むかしよりな りしにや、ほとほとおのこの歌に
(混){来)(頃)
もまじりきにける。『新古今集』 ころにはこの風盛
(良)(変)
なりて、まだよき歌も多 れど、すべて歌の風昔にかは
(男)
りたりや。相聞の歌などは女むきの詞なれば、おのこ
(詠}(世
のよみ る 、かすめたりとも、難はな るべし。よの
(口惜)(頃)
常の歌にはいとくちおしきや。其ころにても 西行法
( 僧 )
師一人は是をにくみたりと見えたり。
{ 憎 }
近き世の縁語をにくむてふ歌人はもとこのかすめ歌(避)(良)(世)
をさけたるならん。それはいとよけれど、よの常の縁
(悪)(頑)
語までをもあししとする かた なしきわざ らん。
(自)(分)
かすめは縁語の一転 たるものにて、おのづから其わか
さ て 、
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( 好 )このむ人は
ちあるべきを、これに心っかざりしにや。
(好)(潟)(憎)(僧)(流}このむにおぼれ、にくむ人はにくむにながれ、
{良}(渡)(渡){少}
るよきわたり瀬をさしおきてわたる人すくなし。
{確)(男)
は縁語にてたしかなるおのこ歌なり。
中筋な
「 立 わ
かれいなばの松」「わが身世にふるながめ」は女のかすめ歌なり。
(推)(諸々 ){考)分)
をおしてもろもろの歌をかうがへば のわかちは誰
( 分 )
にてもよくわかるる となり。
これ
相聞の歌のみは、
とま
れ
かくまれ。(ごろ)*(陸)(如何)
年比むつまじき妹背ありけり。いかなりけん、
(互){言}
心軽きことありしにや、たがひに物いひかど どしく
*(逐)(棄}{経)*
なりて、つゐにおひうちてけり。程へて郷 万自物詣
*{寄}(訪)
の帰るさに かの女のがり立よりてとぶらひし。
(如何){常時)
「いかにや」と聞ければ、女涙おとして、
(解)(書)
の袖をときて、それに歌かきて
( 出 )
とていだしける其歌。
男の
さ
て
れ
か
の
人お
にの
と2 が
ど3 下
け着
たまはれ」
{ 去 }
出ていにし
(何は・鍵波}*なにはのことは
忘れつつ
( ひ と り ) ( 敏 馬 ・ 見 ぬ め )独みぬめの
*(佑}浦にわびぬる
{呼)(返)
ふ??に此を見て、「われもさこそ」とて、やがてよびかへしけるとなむ。【 校 異 】
O
梅の花の:・中之島本「梅の花は」。
O
かはりたりや・:中之島本
「 か は り た る や 」 。
O
つゐに:・中之島本「つゐぞ」。各本この後に「し」ら
しき縦線が見える。
O
女のがり・:和文集本「り」を見せ消ちにし「とに?」
に直す。「もとに」と読んでいるか。【 語 釈 】
O
いひさしたる:・中途半端に言った。
O
ほとほと・:ほとんど。。
万 自 ・ ・ ・ 主 婦 。
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【 注
}O
なにはのこと:・あれはこれはのこと。万事。「なには」は「難波」
に掛ける。
O
みぬめの浦:・敏馬の浦。摂津の歌枕。「見ぬ」に掛ける。履
軒の恋歌を集めた和歌集『風懐百首』に「わびぬればあふうれしさに年月をみぬめの浦のうらみだにせず」(三八)という歌がある。
*手稿本、中之島本は以上+八篇のみ。『履軒先生和文集』の『華膏
嘩語」にはこの後に「百首考」『破腹巻記』のニ篇がある。
一 九 、
百首考(『百首費賛』にも所収)
* 『百人一首』の由来を説く。
*{断)(幾)(多)
百首の巻ばかりことわりがたく疑ひおほきものは世
にもあらじ。『明月記』に、「文暦二年中院障子色紙染
*(言}
筆自天智天皇至家隆雅経」といへる一条の外には証とすべきものは露ばかりもなしゃ。
*(主)(多)(違)*{主)
すべてふるき歌ぬしおほくたがへり。後の歌は歌ぬし
(違}(司)(書)(様)(多)(従)
はたがはねど、位っかさの きざまおほく例にしたが
(違 }
はず。歌の文字たがひたるもあり。いづれにも定家卿の筆とおもほえずなん。今の世に伝は たる小倉色紙
{皆〕(主}{誰){添}*
にはみな歌ぬ
Y
レはあらず。たが書そへたるにか。この
卿のしろしめしたることにはあらぬにや。
* 
障子の料ならば二十首三十首にでもあり べきを百
(如何}*(定}*(書)(様)*
首とはいかでさだめけむ 文字のかきざまこの色紙は
〔変){文字)(離)(書){流)
例にかはりて一もじづつ なれてするするとかきなが
*(幼)
じたる筆ぞなき。今の世にてをさな子に教ゆ 「いろはにほへ」てふによく似たり。かれこ 見そなはすに
(変)申
筆の心ばへ一首づっ かはりて一人の筆とは
(返}{書}
んある。また色紙の中に 反古をうちかへ てかきた
るもあり。川仰なれば中院入道のいやいやしか定家卿
( 書 )
の筆を悔い
rひかあさましう反古の紙出して歌かかせけ
む 。
*(一人)
またこの歌ども人ひとりづっ其生涯第一の秀歌を
{選〕*{見)*(多)ゑらび出たるものとはみえず。父俊成卿のおほき秀歌
**(入){
の内をぼらで、さしもなき歌をこれにはいれたり。み自}*(言}(限}づからのもかくいひ てゆけば、疑ひのかぎりにこそ。
*(頃)(都)(辺)
ある人が(内へらく、元亀天正のころ、みやこわたり
の兵乱もい現まり、主上も近江より帰 おはします。
*(帰)(穏)*
月卿雲客も国々よりかへりまうでき 、世中おだしく
(住){上)*
なりぬるに、長き旅 すまゐよりのぼり来ませしかば、『万】*{秘)(置}よろづの調度何くれとゆきあはねば、家々にひめおき
(換)*
たる物どもを樋しみ あえずと 出して銭にかへ り。
( 古 )
されば、物、九九九りの草紙、絵の巻物 ふるき色紙など、
(多)(出)*
いとおほく世にいでける。
*(頃}*商)
この茎ろ西京に何がしと開ゆる伽羅あき人ありけり。
(類}
かねてはかかるたぐひの物をもものしけるが
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めでた
*(良)(代){得}(富){栄)
き色紙はよきしろをゑなどして、家とみさかへける。
*(売)*(得)*(多)
その中にうりゑぬ物こそいとおほくありけれ。それは(幼}*(同胞)(書)をさな子の手本とて、その親はらからのかきたる手は、(良}{悪){幼}*(写){易){是)よくまれあしくまれ、をさな子のうつしやすきをぜに
( 映 }
してつぶつぶと書たるなり。見ばえなき物なれば手は
*(商)(賢)
よきもあれど、さらに買人なし。かの伽羅あき人はさか
(者)(常)(秘)(置)(一人)(笑)
しらものにて、これをつね ひめお て、ひとりゑみしておりける。
(頃}
其数二三百にもなりぬるころ、いでやとて古へ今の
(還)(納)
人ごとに唯一首をゑらび出て百首を一箱におさめて「こ
(書)*
れなん定家卿の小倉山荘 かきたまひ なり」
(諸)(行)
もろ人には見せもやらず、伊勢国司がりいきて「かく
{唆)*{見)
なん」とてそそのかしける。国司これをみ 大ひに{愛}(騒)(流)(汲}めでさはぎて、「か る物はこの卿のながれをくむらん
(上)(様)*
人のうへもなき宝 めり。この手の神さびたるさ は、
(あまた}*
今の世にあるべうもなし」とて、数の宝を出して、 ば
*(賢){疾}
ひけり。かのさかしらはとくっきて帰りぬ。
(押}(貼)
さて国司はこの百首を一双の扉風におしはりて朝夕(跳)*(訪)
ながめおりける。ある日、牡丹花老人とぶらひきて、
*{驚)(騒}
この扉風を見ておどろきさはぎて、「世の末にかかるた宝)*{何処){湧)(出){来)からはいづこよりわきいで にけむ。後の世の思ひ出
(如何)*(留)
に、いかで一月ばか もと まりてよく見ほすことの
*(落)(羨)*(易)
ありてむや」と涙おとしてうらやむめり。「それはやす
ご)(貸)
きほどのことよ。このひ つをかしてむ。君の心ゆく
*(一)*(貸)*
ばかり見ほし 、今ひ つは かへて、またかすべ
(宣)(限){喜)
とのたまふ。この老人かぎりなくよろこぼひて、
し 」( 借 )かりて帰りぬ。
**(亡)**いくほどもなくて、国司はほろびにけり。其時、こ
(共)(昇)(頃)*
扉風もともに畑と立のぼりにけり。このころまで都に
(知)(者)(此度){誰)
ては、さしもし たるも はなかりしを、 たびたが
(伝)*(亡)(嘆)
聞ったへけん、あたら世の宝うせに とてなげくもあ
**(言)(騒)
り。または「其半は牡丹花が とに 」などいひさ
{事)(好)*(司}
ぐを、ことこのむ上達部衛部のつかさなど、我先にも{行)**(毎){取)*(去}ゆきて見る。見る人ごとに一首づ は りていぬめり
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*{惜){己)*
老人は涙こぼしておしめども、もとおのが物にしもあ
(主)(争)*
らず、ぬしなき宝なれば、あらそふべくもあらずかし。
(空)***
ひと日ふた日がほどに扉風はむなしくぞなりける。今
(伝)**
の世までったはりしはこの色紙にてぞありける。
*(明){賢)
国司も老人も眼のあきらかならざりしにや、かのさか
(抜)*(書}
しらにぬかれにけりとなん。されば、この百首をかき
{速)(主){添)つらねて一巻となして歌ぬしを書そへたるは、これ
(売)(行)(皆)(商)
をうりにいきし時の目録にてぞあるべ 。みなかの き
(賢)(違)*(百}
人のさかし なればたが たるはさるべきにや。もも
{厳}(定}(幼}
てふ数もかれおぼろげにさだめけ し。そも もをさ
(習)(為)*
な子の手本は手ならふため て、歌には心あらず。さ
(同胞}(書)(遺)
れば親はらからのこ をかきてつ はす 、いやいや
(取)(書)
しう集なんととり出てかくものにはあらず、ただ何と
(留)(口舗)*{任)
なく耳の底にとどま たる歌をくちずして手に かす
( 違 )
文字のたがひたるもあるべし。
るものなれば、
かんなの心ゆかざるもおよそ歌の姿すなほにてたけ
(高}(読)(下)たかく、さらさらとよみくだし 心ゆくやうなるは
(皆}(良)(留)みなよき歌にこそ誰が耳にもとどまりけれ。さればこ
(皆)(良)(悪)(混)
の百首はみなよき歌なるぞ。そが中にわろ歌のまじり
(言}
たるもあれど、それは心こと葉の庇にてこそあなれ。
{皆)*(良)*(留)
姿はみなよか ければ耳 とどまりけらし。ことさえ
(唐)(薬師)(上下){続)
くからめきたる歌、くすしめきた 歌、かみしものつづ
{空)*(覚){鍵}
きおぼつかなくてそらに おぼえがたきゃうの歌は(二本(皆){良}*(言)ひとつもあらずかし。さ ばみなよ 歌と いふめり。
*(謀}(良)
これぞこの巻のはからざるよき教へ るべし。また手
(反)(書}
本なれば、反古を へしてかきもすべし。
{諸々 )(疑)*{当}
かくてもろもろのうたがひは春の氷の日影にあたり
{融}(尽)
たるやうに ん、ひたひたとときっきぬ。されどかく(言一}*(定)**いひし人は誰としも聞さだめ ることは し 外に証
*(断)*
もなければ疑もて疑ひをこ わるにぞありけ
(然 }
としかりや、
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ま
あらずや。
【校異】*以下、すべて『百首賞賛』所収の「百首考」(福島理子翻刻)との 校 異 。O百 首 の ・ : 「 こ の 」 。
O
あらじ・:「あらじかし」。
O
雅経・ :「雅経卿」。
O
ふるき:・「ふるきは」。
O
な ん : ・ 「 な む 」 。
O
二 十 首 : ・ 「 二 」 。
O
百首とは
いかで・:「いかで百首とは」。
O
け む : ・ 「 け ん 」 。
O
この色紙は :・なし。
O
筆ぞなき: 「筆はなし」。
O
かれこれ・:「これかれ」。
O
筆 ・ : 「 手 」 。
O
見
えずなん・:「みえずなむ」。
O
いやいやしく:・「いやいやしう」。
O
ねがひ
て :・「ねがひたるに」。
O
け む ・ : 「 け ん 」 。
O
またこの・:「又かの」。
O
ゑ
ら び : 選 び 」 。
O
みえず :・「見えず」。
O
これには・ :「これに」。
O
かぎ
り ・ : 「 限 り 」 。
O
ある人の・:「ある人」。
O
おだしく・:「おだしう」。
O
の
ぼ り : ・ 「 帰 り 」 。
O
何 : ・ 「 な に 」 。
O
け り ・ : 「 け る 」 。
O
い で ・ : 「 出 」 。
O
こ
の ・ : 「 其 」 。
O
西京
: J
「 西 の 京 」 。
O
色紙 :・「色紙など」。
O
そ の ・ : 「 が 」 。
O
う り : ・ 「 売 」 。
O
物 ・ : 「 色 紙 」 。
O
そ の : ・ 「 其 」 。
O
をさな子・:「をさな
ご 」 。
O
つぶつぶ:・「つぶらつぶら」。
O
買 人 : ・ 「 買 人 は 」 。
O
古 へ : ・ 「 い
に し へ 」 。
O
な ん : ・ 「 な む 」 。
O
た ま ひ : ・ 「 給 ひ 」 。
O
そそのかし・:「そそ
の か し 聞 え 」 。
O
さ ま は ・ : 「 さ ま 」 。
O
宝 ・ : 「 た か ら 」 。
O
け り ・ : 「 け る 」 。
O
ある日・:「ある日みやこより」。
O
見 て : 「 み て 」 。
O
た か ら ・ : 「 宝 」 。
O
い か で ・ : 「 あ は れ 」 。
O
ありてむや:・「ありてんや」。
O
うらやむめり:・
「 う ら や め ば 」 。
O
見ほして:・「見ほしてよ」。
O
今ひとつは・:「今ひとつ
は ま た 」 。
O
またかす・:「まいらす」。
O
よろこぽひて・:「悦ひて」。
O
い
くほども・:この前に「この後」あり。
O
国 司 は ・ : 「 国 司 」 。
O
其 : ・ 「 そ の 」 。
O
この・ :「ひとつの」。
O
都 : ・ 「 み や こ 」 。
O
け ん ・ : 「 け む 」 。
O
其 ・ : 「 そ
の 」 。
O
牡丹花が・:「牡丹花の」。
O
衛 部 : ・ 「 衛 府 」 。
O
先にもゆきて見る
:「さきにといきてみるなり」。
O
見 る : ・ 「 み た る 」 。
O
は と り て : ・ 「 取 て 」 。
O
老 人 : ・ 「 牡 丹 花 」 。
O
物 ・ : 「 も の 」 。
O
か し : ・ な し 。
O
な り ・ : 「 な り に 」 。
O
今の世・ この前に「ここかしこに」あり。
O
ったはり・ :「伝はり」。
0
あ り ・ : 「 有 」 。
O
老 人 : ・ 「 牡 丹 花 」 。
O
な ん : ・ 「 な む 」 。
O
たがひたる・:「た
がひたる事ども」。
O
歌には・:「歌にはさしも」。
O
朽ちずして手に・:「う
ちずして筆に」。
O
み な ・ : 「 皆 」 。
O
耳 に : ・ 「 耳 に は 」 。
O
そら・ :「空」。。
ひとつも・:「ひとつ・もこの巻には」。
O
歌 : ・ 「 歌 な り 」 。
O
こ の ・ : な し 。
O
うたがひ・ :「疑 」。
O
人 は : ・ 「 人 を 」 。
O
ことは・ :「ことも」。
O
外 ・ : こ
の前に「また」あり。
O
疑 ・ : 「 疑 ひ 」 。
O
に ぞ ・ : 「 こ そ 」 。
【 語 釈 】
O
月卿雲客:・公卿、殿上人のこと。
【 注 】
O
『明月記』:・藤原定家著の漢文日記。この記述が『百人一首』は
定家の撰だという根拠になっている。原文は「予本自不知書文字事。嵯峨中院障子色紙形、故予可書由彼入道懇切。雄極見苦事態染筆送之。古来人歌各一首、自天智天皇以来及家隆雅経。」(『明月記』文暦二(一二三五)年五月二十七日条)。意味は「自分は字が下手だが、嵯峨中院の障子の色紙形を書くように、彼の入道(定家 息子、為家の男である宇都宮頼網)に懇願され、極めて見苦しいことと 言いながら書き送った。古来の人 和歌を一首ずつ、天智天皇から家隆・雅経に及ぶ。」
O
ふるき歌ぬしおほくた
がへり:・冒頭部の、 智天皇、持統天皇、柿本人丸、強丸の歌などをき守門ノ(『百首費賓』参照)。
O
さしもなき歌・:「世の中よ道こそなけれ思ひ入る
山の奥にも鹿ぞ鳴くなる」を言う。
O
みづからの・:「来ぬ人をまつほの浦
のタなぎに焼くや藻塩の身もこがれつつ」を言う。
O
元亀天正:・一五七
0
1
一五九二年。織田信長、豊臣秀吉の時代。
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破腹巻記
*破れ腹巻を子孫に遣す理由を書いた記。腹巻とはこの場合、鎧の一種。履
軒『万甲緋』『甲排」に、鎧を三種に分け、下等のものを腹巻と呼んでい
る。なお、懐徳堂文庫の新田文庫に軸物の「破腹巻之記」がある。
およそ泰平の世に当りて甲胃はまことに無用の物な
り。まして、文儒隠論の流にして禄仕の身にもあらね
(我){破)
ば、かれはた何の用あらんや。然るにわれこのやぶれ
(蓄)(置)
腹巻をたくはへおきて子孫に遺すことは、もとより安
{少)*
くして危 忘れざるの義なれど、またすこし心ばへなきにしもあらず し。
(破 )
かかるやぶれ腹巻はまさかの時に何 用をかなさん
(皆){然){武士}
と人みな思ふべし。是し らず。およそもののふの大切とすべきは初陣なめり。初陣に勇敢なれば、其身一
{劣 )
生衆におとるほどの不覚はなきものなり。
初陣に微漏
( 還 )
なれば一生武勇の功は出来ず すべて初陣に甲胃のゑら
(破)*(防){危)
びをして、「やぶれ具足は鋒鏑をふせがず、あやうし」など思ふ心ばへ てはとても出陣はなるものにあらず。
(成)(得}(触)
出陣したりとも何事をなしゑんや。何にても手にふ
{纏}(成)
たるものを身にまとひて飛出る心ならでは武功はな
{ 行 )
ル1 b
し。戦場は死地なり。死地にゆくにかねて生路を
(良)(死}
求むべからず。具足よしとても、しぬる命なれば死
{悪)(死){死)(顕}
す。あしとても、しなぬ命なればしなずして功をあら
*(当){我)
はす。千年万年の後兵革の世にあたりて、わが百世の
( 破 )
孫、もし武勇の器ありて出陣せば、このやぶれ腹巻を着て、初陣の功を励むべし。勇敢 気ありと 戦闘
妄){争)
に樋れぬ者のみだりに先をあ そひて、犬死すべから
(暫)(控)(乱)
ず。しばらくひかへて、戦半なるを待て敵味方入みだ
(小高)
れたる時、鑓を提げてこだかき処に登り 遠見すべし。
(ものぬし)*若)
大将が物主とおぼし て年わかく物具きらびやか る
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敵あるべし。それを無二無三に突倒し首を取 軍功をふω切除すべし。あなかしこ、名乗あひ詞戦すべからず。
(己)
さて其物具を分捕して、やが おのれが着料とすべし。指物も此敵のを一生用ゆべし。一生の勇怯も駿誉もこ
(武士)
の初陣にて卜すべし。こ もののふの心を定むる大切
{破)(残)(置){為)
の事なり。わがやぶれ腹巻をのこしおくはこのためな
{実){良)(与)(為)
り。まことはよき物具をあたへんためなり。も 今よ
〔良}{置)
りよき具足を調へおかば、子孫数十代 聞には必質屋
{言){如)
また前にいへるごとく、
の蔵に入べしとぞ思ふ。お一。れ腹巻を心もとなく思主ならば即時に主君に暇
( 換 )
を三一)ひ在郷にいりて鋤鍬にかへ農民となるべし。
この
武
功
のことは思ひよるまじき の り
右告百世孫乃
寛遠
政祖
庚履
戊軒
仲幽
秋*人
中
井
朝
臣
【 語 釈 】
O
心 ば え ・ : 事 情 。
O
鋒鏑:・矛先とやじり。
O
兵 革 : ・ 戦 争 。
O
物主
・:ものぬし。戦障での部隊長。【 注 】
O
安くして危を忘れざる:・『易経』繋辞下伝に「君子は安くして危
を忘れず」とある。
O
寛政庚戊仲秋:・寛政二年(一七九
O )
。
【解説】履軒の自意識履軒は、仕官に応じず一生在野で過ごし、隠逸的境地に対する憧れも表
現している(『履軒古風』)。人付き合いを好まぬ偏屈というのが履軒についての一般的評価である。だが、本篇を見れば、武士としての自意識を有し、最後の署名に「朝臣」とあることから貴族に対する憧れも有していたことが伺える(『昔の旅』 自分たち兄弟を文章博士に仮託していることも同様の例と言える)。また、多くの経世論を残していることからも、決して出家人としての行動していた訳ではない がわかる なお、履軒に
は、「万」と「甲(甲胃ごとについて考証した『万甲排』という漢字カナ交じり文の著作もある。
謝
辞
本稿の執筆に当たり、大阪大学の飯倉洋一先生、四天王寺国際仏教大学の矢羽野隆男先生、大阪府立工業高等専門学校の井上千鶴子先生にご教示を賜った。ここに記して謝意を表す。
(大阪府立工業高等専門学校助教授)
【博山香炉】(新国文庫所蔵)
口絵解説
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中井履軒作と伝えられる楽焼きの香炉(『懐徳堂考』下巻七九頁)。
手前の身の部分に香を入れ、富士山形の蓋を被せると、蓋に開けられ穴から煙が立ち上る仕組みになっている。蓋の大きさは、縦日・
5
畑 、
横民団、高さ凶価。博山とは富士山のことだが、古来、中国人が憧れた仙山を指すとされる(一一「夢路草枕」参照)。
中井履軒は、安永田年(一七八こ、米屋町に引っ越し、居宅を華膏
固と名づけた(三「華膏国記」参照)。華膏固とは『列子』黄帝篇に見える夢の中での理想国である。この夢の世界で、仙山に見立てた香炉を嬬らせながら、履軒幽人は何を考えたのであろうか。
